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西
和
賀
町
議
会
３
月
定
例
会

が
３
月
10
日
か
ら
28
日
ま
で
行

わ
れ
、
新
年
度
予
算
な
ど
が
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
額
は
59
億

３
５
０
０
万
円
。
ま
た
、
８
つ

の
特
別
会
計
の
総
額
は
お
よ
そ

42
億
円
。
総
額
で
１
０
１
億
３

０
０
０
万
円
あ
ま
り
に
な
り
ま

す
。
病
院
会
計
は
、
８
億
円
あ

ま
り
で
事
業
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

な
お
、
新
町
と
し
て
初
め
て

の
通
年
予
算
な
の
で
ま
だ
比
較

で
き
る
材
料
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
平
成
16
年
度
の
沢
内
村
の

一
般
会
計
決
算
額
は
36
億
７
７

５
８
万
円
、
湯
田
町
が
33
億
７

１
３
８
万
円
で
す
。
今
年
の
予

算
は
、
２
町
村
が
使
っ
て
い
た

費
用
よ
り
も
お
よ
そ
10
億
円
あ

ま
り
マ
イ
ナ
ス
ベ
ー
ス
で
執
行

す
る
予
定
で
す
（
た
だ
し
、
決
算

と
予
算
と
い
う
本
来
は
性
質
の

違
う
も
の
で
比
較
し
て
い
ま
す

の
で
、あ
く
ま
で
も
比
較
の
た
め

の
検
討
材
料
に
し
て
く
だ
さ
い
）

町
で
は
、
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
な
が
ら
（
16
・
17
ペ
ー

ジ
参
照
）
総
務
課
行
革
推
進
室

を
中
心
に
し
て
、
よ
り
一
層
の

経
費
の
削
減
と
事
業
の
効
率
化

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
４
ペ
ー
ジ
で
は
18
年

度
に
行
う
主
な
事
業
と
内
容
の

一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
と
は
、
国
か
ら
の

補
助
金
や
交
付
金
、
税
金
や
手

数
料
な
ど
の
一
般
財
源
を
基
に

し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

や
、
福
祉
に
必
要
な
事
業
を
行

う
た
め
の
費
用
を
、
一
括
し
て

一
つ
の
会
計
で
行
う
こ
と
を
い

い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
特
別
会
計

と
は
、
簡
易
水
道
、
温
泉
事
業
、

国
民
健
康
保
険
な
ど
の
よ
う

に
、
料
金
や
保
険
料
な
ど
の
特

定
の
収
入
を
財
源
と
し
て
、
特

定
の
目
的
の
事
業
を
行
う
た
め

の
会
計
を
指
し
ま
す
。

歳
入
と
は
入
っ
て
く
る
お
金

で
収
入
の
こ
と
。
歳
出
と
は
、

出
て
い
く
お
金
で
支
出
の
こ
と
。

規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず

ど
の
市
町
村
で
も
同
じ
よ
う
な

行
政
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
国
税
（
所
得
税
、

法
人
税
、
酒
税
、
た
ば
こ
税
な

ど
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
定
割
合

を
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
が

市
町
村
に
交
付
す
る
も
の
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
大
き
く

分
け
て
自
主
財
源
と
依
存
財
源

が
あ
り
ま
す
。自
主
財
源
と
は
、

町
民
税
や
法
人
税
な
ど
の
町
税

の
ほ
か
、手
数
料
な
ど
を
指
し
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
と
は

？？
歳
入
と
歳
出
と
は

？？
自
主
財
源
と
依
存
財
源
と
は

？？ 理
解
を
深
め
る
た
め
に

平
成
18
年
度

西
和
賀
町
予
算
決
ま
る

平成18年度会計別予算

国民健康保険沢内病院事業会計
病院事業収益

8億502万円

一般会計予算歳入の総額　59億3,500万円

歳入�

自�主�
財�

源�

依�

存�

源�

財�

町税�
　4億�
7,858万円�

その他�
2億�
6,075万円　� その他�

5億4.695万円�
�

地方交付税�
35億500万円 �　　�

県支出金�
3億6,867万円�　�

国庫支出金�
　　2億�
　　6,988�
　　　　万円�　�

　町　債�
5億5,200万円�
�

・自主財源のその他の内訳
繰入金 2億5,195万円
諸収入 9,095万円
繰越金 8,500万円
使用料及び手数料 7,300万円
分担金及び負担金 3,008万円
財産収入 1,590万円
寄附金 1,000円

・依存財源のその他の内訳
地方譲与税 1億4,500万円
地方消費税交付金 7,025万円
自動車取得税交付金 2,500万円
地方特例交付金 1,100万円
ゴルフ場利用税交付金 600万円
利子割交付金 200万円
交通安全対策特別交付金 140万円
配当割交付金 10万円
株式等譲渡所得割交付金 1,000円

地
方
交
付
税
と
は

？？

会　計　別 予算額

一 般 会 計 59億3,500万円
+

=

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

介 護 保 険

簡 易 水 道 事 業

下 水 道 事 業

農業集落排水事業

温 泉 事 業

特 別 会 計 の 計

6億6,422万円

10億7,644万円

8億4,151万円

6億2,147万円

7億5,739万円

6,219万円

1億7,636万円

41億9,958万円

合　　　計 101億3,358万円
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一
方
の
依
存
財
源
と
は
地
方
交

付
税
や
町
債
、
国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

町
が
道
路
整
備
や
建
物
建
築

な
ど
に
充
て
る
た
め
借
り
入
れ

る
お
金
の
こ
と
。

町
が
こ
れ
ま
で
に
借
り
入
れ

た
借
金
を
返
済
す
る
お
金
。

道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
、

改
修
な
ど
を
行
う
費
用
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
国
や

県
の
補
助
を
受
け
て
実
施
す
る

事
業
を
補
助
建
設
事
業
と
い
い
、

単
独
事
業
は
補
助
の
入
ら
な
い

事
業
を
指
し
ま
す
。

特
別
職
（
町
長
や
議
員
）、

一
般
職
員
の
ほ
か
各
種
委
員
な

ど
に
支
払
わ
れ
る
費
用
。

ま
た
、
特
別
会
計
に
携
わ
る

職
員
に
つ
い
て
は
そ
の
会
計
か

ら
人
件
費
が
支
払
わ
れ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

公
共
施
設
の
燃
料
、
光
熱
水

費
や
委
託
料
な
ど
の
費
用
。

各
種
団
体
に
対
す
る
補
助
、

負
担
金
な
ど
に
要
す
る
経
費
。

医
療
費
や
児
童
手
当
で
給
付

な
ど
に
充
て
ら
れ
る
費
用
。

新
町
の
予
算
と
あ
わ
せ
て
、

旧
町
村
の
決
算
も
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

決
算
額
は
、
い
ず
れ
も
平
成

17
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
支

払
済
み
の
額
に
な
り
ま
す
。
旧

町
村
で
行
っ
た
事
業
は
新
町
に

引
き
継
が
れ
た
り
、
事
業
が
完

成
し
て
い
て
も
支
払
い
が
10
月

以
降
と
な
る
も
の
は
新
町
で
決

算
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
合
併
後
の
10
月
か
ら

今
年
の
３
月
ま
で
の
新
町
の
暫

定
予
算
は
、現
在
の
と
こ
ろ
決
算

処
理
中
で
議
会
で
の
審
議
後
に

み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

旧
町
村
の
17
年
度
決
算

普
通
建
設
事
業
費
の
中
身

？？
人
件
費
の
中
身

？？
物
件
費
の
中
身

？？
補
助
費
の
中
身

？？
扶
助
費
の
中
身

？？

平成17年度沢内村分決算

収益収支

資本収支

4億3,292万円

1,549万円

国民健康保険沢内病院事業会計

平成17年度湯田町分決算

人件費 �
12億1,864万円 

扶助費 �
4億1,584万円�

公債費 �
13億1,389万円 

物件費 �
7億�
6,576万円�

維持補修費 �
1億5,621万円�

補助費等 �
8億3,696万円�積立金 �

16万円�

投資及び�
出資金、貸付金�
 2,803万円�

繰出金 �
7億4,750万円�

（1）補助事業費 �
　　6,112万円 �
（2）単独事業費 �
　　3億7,405万円�

普通建設事業費�
 4億3,518万円 

災害復旧費 677万円�
（1）補助事業費 200万円 �
（2) 単独事業費 477万円 
�

予備費 1,000万円�

歳出�

議会費 1億1,630万円 

総務費 �
6億�
1,840万円�

民生費 �
10億3,160万円 

衛生費 �
5億3,330万円�

労働費 130万円�

農林水産業費 �
4億8,930万円�商工費 �

2億6,370万円�

土木費 �
7億�
6,190万円�

消防費 �
2億7,380万円�

教育費 �
5億1,110万円�

災害復旧費 �
1,040万円�

�

公債費 �
13億1,389万円�

諸支出金 2,000円�
予備費 1,000万円 

歳出�

一般会計予算歳出の総額　59億3,500万円

町
債
と
は

？？
公
債
費
と
は

？？

会　計　別 決算額

一 般 会 計 14億7,308万円

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

介 護 保 険

簡 易 水 道 事 業

下 水 道 事 業

温 泉 事 業

特 別 会 計 の 計

2億 650万円

3億2,230万円

2億 845万円

7,845万円

1億7,303万円

1億 285万円

10億9,160万円

合　計 25億6,468万円

会　計　別 決算額

一 般 会 計 16億 315万円

一 般 会 計 予 算

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

介 護 保 険

簡 易 水 道 事 業

下 水 道 事 業

農業集落排水事業

肉用牛等導入事業

特 別 会 計 の 計

16億 315万円

1億6,160万円

2億7,050万円

2億 436万円

1億2,186万円

1億2,208万円

2,205万円

3万円

9億 251万円

合　計 25億 566万円

+ +

=

=
【歳出目的別予算】

行政目的別に経費を分類することで、各課ご
との大まかな予算の内容を知ることができます

【歳出性質別予算】
経費を経済的な性質により分類することで、
町の財政運営を知ることができます

kobayashi4348
長方形
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まちづくりや地域づくりに（企画課）
●地方交通路線対策事業 1,388万円
湯川線代替バス運行とバス運行に補助するとと
もに、バス利用促進にも取り組みます。
●西和賀エコミュージアム事業 244万円
西和賀の自然や景観の保全、文化や技術の伝承
活動を通し地域資源を生かした地域づくりを進め
ます。
●ふるさと回帰支援事業 205万円
都市部などからの移住を促進するため空家調査
の実施、情報発信、体験移住などを行います。
●地域自治活動推進支援事業 735万円
住民と行政による協働のまちづくりを進めるた
めに、地域活動を人的・資金的に支援をして活動
を活発化します。

環境やゴミ対策に（生活環境課）
●産業廃棄物不法投棄対策事業 106万円
不法投棄を未然に防止するためにパトロール員
などを設置し環境美化に努めます
●ごみ処理事業費 6,960万円

芸術文化に（生涯学習課）
●地域演劇祭開催事業 345万円
各地域で活躍している地域劇団員を招いて演劇
祭を行います。
●西和賀町合併記念公演事業　 264万円
町民の芸術文化の向上を図るため旧湯田町と親
交のある劇団前進座（東京）を招きます。
●ウラジオストクとの国際文化交流事業 375万円
ロシアとの文化交流を推進します。

町道整備など（建設課）
●除雪機械整備事業 2,795万円
老朽化した除雪トラックを1台更新します。
●町道東側幹線道路改良事業
飯豊地内での道路改良。
●町道下前小繋沢線道路改良事業
柳沢地の道路改良。
●町道安ヶ沢線融雪装置設置事業
安ヶ沢地区に融雪装置を設置します。

保健関係に（保健福祉課）
●町単独老人医療費給付 7,204万円
本町に住む満65歳以上の方に、医療費の自己負
担金の一部を助成します。
●敬老記念事業 423万円
本年度74歳（来年度以降は75歳）に到達する方
を対象に、各行政区が実施する敬老会に対し助成
を行います。
●生活支援ハウス運営事業 1,205万円
自宅で生活することに不安のある一人暮らしの高
齢者などに対して、かたくりの園と悠々館の居室
を提供します。
●放課後児童健全育成事業 514万円
保護者が仕事などで日中家庭にいない小学校の
児童に、授業終了後に適切な遊びと生活の場を与
え、児童の健全な育成を図ります。

●医師養成事業 300万円
医師免許取得後、沢内病院で医療に従事する方

に修学資金を貸与します。定められた義務を履行
すれば貸付金の返済が免除されます。
●検診事業 3,206万円
総合成人病検診などの検診事業を行います。

住民生活に
●消費者救済資金貸付事業（町民課） 900万円
多重債務者問題解決のために消費者貸付制度を

継続します。
●防火水槽設置事業（生活環境課）
自然水利が無い下左草と樺沢地区に防火水槽を

設置します。

農林業の振興に（農林課）
●農業振興センター設立事業 1,044万円
農業振興センター運営費として。

●いわて農業担い手支援総合対策事業 781万円
地域農業を担う意欲ある担い手を育成・確保し

ます。
●中山間地域総合整備事業（弁天地区） 1,291万円
基盤整備事業の最終年度で、9.4haを整備します。

●基盤整備促進事業（左草地区） 1,110万円
左草川左岸の用水路改修を3年間で整備します。

●中山間地域等直接支払事業 8,964万円
農業生産が不利になっている中山間地域におい

て一定の条件を満たす農地に対し助成します。
●森林整備地域活動支援事業 2,668万円
森林の有する機能が発揮されるように森林の整

備に必要な地域活動に対し補助します。

商工関係に（観光商工課）
●商工振興費臨時事業 2,056万円
複合型商工会館建設費の返済金や商工会の運営

に補助します。
●中小企業融資事業 1,848万円
中小企業者が金融機関から受けた融資の保証料

補給と一部に利子補給します。
●若年者ふるさと就職支援事業 270万円
町内に就職した若者を雇用した事業主に対し、

それぞれ助成金を交付します。

観光事業やイベントの実施に
●北日本雪合戦大会 350万円
●錦秋湖マラソン事業費補助 250万円
●湯本温泉足湯整備事業 137万円
●沢内バーデン管理委託費 570万円
●雪氷まつりとマラソン大会 550万円

教育に（学務課）
●西和賀高校教育振興事業 605万円
西和賀高校の教育振興と通学費保護者負担に対

し助成します。
●中学生海外研修事業 213万円
湯田中と沢内中からそれぞれ5人づつを海外に

派遣し世界に通用する人材を育成していきます。

平成18年度の主な事業

｝ 2億円
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町
で
は
、
地
域
と
役
場
を
結

ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
各
地
区

か
ら
の
推
薦
を
受
け
て
、
次
の

33
人
の
方
に
行
政
区
長
を
委
嘱

し
ま
し
た
。

任
期
は
２
年
間
に
し
て
い
ま

す
が
、
地
域
の
実
情
も
あ
り
ま

す
の
で
２
年
間
で
な
い
地
区
も

あ
り
ま
す
。

区
長
さ
ん
に
は
、
役
場
か
ら

行政区長行政区長

決まりました決まりました

の
文
書
配
布
の
他
に
も
、
地
域

の
窓
口
と
し
て
様
々
な
職
務
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
役

場
に
対
す
る
意
見
や
質
問
を
受

け
付
け
る
な
ど
の
窓
口
的
な
役

割
を
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

役
場
か
ら
の
文
書
の
配
布

は
、
原
則
と
し
て
５
の
付
く
日

の
月
３
回
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
地
区
か
ら
の
要
望
も

あ
り
５
の
つ
く
配
布
日
が
土
・

日
・
祝
祭
日
な
ど
と
重
な
る
場

合
に
は
、
繰
り
上
げ
て
配
布
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
配
布
物
に
関
す
る
件

は
総
務
課
（
湯
田
庁
舎
）

８

２
│
３
２
８
１
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（敬称略）

行政区名 人口 世帯数 区　長　名

貝 沢 区

若 畑 区

川 舟 区

長 瀬 野 区

泉 沢 区

弁 天 区

猿 橋 区

太 田 区

鍵 飯 区

前 郷 区

新 町 区

大 野 区

東 大 野 区

左 草 区

下 前 区

湯 田 区

湯 本 区

槻 沢 区

湯 之 沢 区

川 尻 一 区

川 尻 二 区

川 尻 三 区

耳 取 区

草 井 沢 区

鷲 之 巣 区

湯 川 区

小 繋 沢 区

越 中 畑 区

白 木 野 区

野 々 宿 区

柳 沢 区

計

309

272

545

290

248

125

273

369

132

386

488

189

174

158

136

639

458

142

160

245

459

372

164

25

23

146

134

125

162

116

73

7,537

85

72

163

82

79

32

86

118

35

98

145

54

46

50

37

202

232

42

52

109

170

151

65

12

12

50

44

40

52

34

25

2,474

多　田　隆次郎

藤　原　輝　夫

中　川　昭　彦

高　橋　久　男

平　澤　安　保

高　橋　静　穂

高　橋　善　一

深　澤　廣　見

柿　澤　　　亮

高　橋　正　信

佐　藤　政　信

泉　川　助五郎

羽　柴　盛　人

藤　原　義　美

高　橋　康　文

高　橋　英　功

山　崎　行　夫

南　川　賢　一

佐々木　忠　平

高　橋　重　三

高　橋　　　成

石　川　　　洵

高　橋　芳　勝

小田島　　　薫

照　井　廣　男

石　沢　小一郎

高　橋　広　治

伊　藤　清　見

高　橋　征　一

高　橋　　　弘

照　井　重　一

※人口と世帯数は、住民基本台帳などの資料に基づいています。

西和賀町行政区長名と
人口・世帯数など
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認
定
書

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
に

よ
り
西
和
賀
町
が
３
月
31
日

「
和
賀
山
塊
湯
の
里
ど
ぶ
ろ
く

特
区
」
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
４
月
18
日
首
相
官
邸
で
、

こ
の
認
定
式
が
行
わ
れ
町
長
が

出
席
し
小
泉
首
相
か
ら
認
定
書

を
受
領
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
西
和
賀
町
全
域
が

通
称
「
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」
の
適

用
区
域
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
西
和

賀
町
全
域
が
特
区
に
認
定
さ

れ
、
ど
ぶ
ろ
く
の
酒
造
免
許
の

取
得
要
件
が
緩
和
さ
れ
た
だ
け

で
、
無
許
可
で
製
造
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

た
と
え
全
域
が
「
特
区
」
に

認
定
さ
れ
て
も
、
ど
ぶ
ろ
く
製

造
を
希
望
す
る
方
は
税
務
署
で

酒
造
免
許
を
取
得
し
、
営
業
す

る
方
は
保
健
所
で
営
業
許
可
を

取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
酒
税
法
で
は
ど
ぶ
ろ

く
を
個
人
で
飲
用
し
よ
う
と
し

て
製
造
し
た
だ
け
で
も
、
５
年

以
下
の
懲
役
又
は
50
万
円
以
下

の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

西和賀町が
「特区」認定

こ
の
構
造
改
革
特
別
区
域
計

画
と
は
「
全
国
一
律
の
規
制
」

で
は
な
く
、「
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
規
制
」
を
認
め
る
制
度

で
す
。
こ
の
こ
と
を
、
通
称

「
特
区
」
と
言
い
ま
す
。

例
え
ば
、
遠
野
市
の
「
日
本

の
ふ
る
さ
と
再
生
特
区
」
は
平

成
15
年
11
月
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。内

容
は
、
農
家
民
宿
に
簡
易

な
消
防
用
設
備
を
認
め
る
と
と

も
に
、「
ど
ぶ
ろ
く
」
の
酒
造

免
許
の
要
件
緩
和
の
特
例
を
認

め
、
都
市
と
農
村
と
の
交
流
の

拡
大
を
図
り
、
農
林
業
を
中
心

と
す
る
地
域
に
根
ざ
し
た
新
た

な
起
業
を
促
進
し
地
域
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

後
に
全
国
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

酒
税
法
で
は
、
ど
ぶ
ろ
く
は

雑
酒
に
分
類
さ
れ
、
濁
酒

だ
く
し
ゅ

と
言

い
ま
す
。
ど
ぶ
ろ
く
の
原
料
は

米
で
あ
り
、
密
造
酒
と
し
て
古

来
か
ら
そ
の
製
法
が
各
地
域
や

各
家
庭
で
製
造
方
法
が
伝
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

遠
野
市
が
全
国
で
始
め
て
認

定
さ
れ
た
「
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」

で
は
、
農
家
の
方
が
自
分
の
と

こ
ろ
で
飲
用
に
提
供
す
る
場
合

に
は
年
間
製
造
量
の
６
０
０
０

リ
ッ
ト
ル
を
下
回
る
場
合
で
も
、

酒
造
免
許
の
取
得
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。

現
行
の
酒
税
法
で
は
、
雑
酒

の
年
間
製
造
量
は
６
０
０
０
リ

ッ
ト
ル
と
規
定
さ
れ
、
こ
れ
以

上
製
造
し
な
け
れ
ば
酒
造
免
許

を
取
得
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
条

件
を
緩
和
す
る
の
が
、
今
回
の

「
和
賀
山
塊
湯
の
里
ど
ぶ
ろ
く

特
区
」
で
す
。

研
修
を
受
け
修
了
書
の
発
行

後
に
、
税
務
署
に
必
要
な
書
類

を
提
出
し
、
酒
造
免
許
を
取
得

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

農
家
で
民
宿
な
ど
を
営
業
す
る

場
合
に
は
保
健
所
に
も
申
請
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

西
和
賀
地
域
内
で
、
濁
酒
を

自
己
の
営
業
場
に
お
い
て
飲
用

さ
せ
る
旅
館
や
、
民
宿
、
農
家

レ
ス
ト
ラ
ン
、
飲
食
店
を
営
む

農
業
者
の
う
ち
、
自
ら
生
産
し

た
米
を
原
料
と
し
て
濁
酒
を
製

造
し
よ
う
と
す
る
方
が
「
和
賀

山
塊
湯
の
里
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」

制
度
を
活
用
で
き
ま
す
。

群
馬
県
太
田
市
で
の
「
太
田

外
国
語
教
育
特
区
」
で
は
、
学

習
指
導
要
領
の
教
育
課
程
の
基

準
に
よ
ら
な
い
特
例
を
活
用
し

て
、
市
と
民
間
が
協
力
し
て
小

中
高
一
貫
教
育
の
学
校
を
設
立

し
、
国
語
な
ど
を
除
く
大
半
の

授
業
を
外
国
人
教
諭
が
英
語
で

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
阪
市
で
の
「
ビ
ジ

ネ
ス
人
材
育
成
特
区
」
で
は
、

株
式
会
社
に
よ
る
学
校
設
置
の

特
例
を
活
用
し
て
、
株
式
会
社

に
大
学
や
専
門
職
大
学
院
の
開

校
を
認
め
、
高
い
専
門
性
を
持

っ
た
人
材
の
輩
出
を
図
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
全
国
各
地
で

特
区
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化

や
地
域
再
生
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

担
当
課
／
観
光
商
工
課
（
湯
田

庁
舎
）

82
│
３
２
９
０

国
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性

化
と
雇
用
を
生
み
出
す
た
め

に
、
平
成
15
年
10
月
24
日
に
、

内
閣
に
「
地
域
再
生
本
部
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
同
本
部
は
、

平
成
17
年
４
月
の
地
域
再
生
法

の
成
立
に
伴
い
、
同
法
第
15
条

に
よ
り
「
地
域
再
生
本
部
」
に

移
行
し
ま
し
た
。

理
解
を
深
め
る
た
め
に

特
区
と
は

？？

ど
ぶ
ろ
く
（
雑
酒
）

製
造

？？

酒
造
免
許
の

取
得
は
必
須

？？
条
件
を
満
た
す
方

？？

そ
の
他
の
特
区

？？

和賀山塊湯の里
どぶろく特区

さんかい

▼
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４
月
１
日
に
西
和
賀
商
工
会
が
発
足

し
、
３
日
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
雪
が
ち
ら
つ
く
中
、
湯
夢
プ
ラ

ザ
前
で
西
和
賀
商
工
会
の
初
代
会
長
に
就

任
し
た
佐
藤
一
久
さ
ん
や
関
係
者
に
よ
り

看
板
の
除
幕
式
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

佐
藤
会
長
は
「
本
日
、
新
年
度
の
営
業

日
に
除
幕
で
き
た
こ
と
は
う
れ
し
い
こ

と
。
決
意
を
新
た
に
し
て
、
西
和
賀
町
の

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
」
と
決
意
を
話
し
ま
し
た
。

湯
田
町
商
工
会
は
昭
和
36
年
に
発
足
、

沢
内
村
商
工
会
は
昭
和
47
年
に
発
足
し
、

両
町
村
の
商
工
業
に
か
ぎ
ら
ず
地
域
振
興

に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
町
村
合
併
に
伴

い
、
こ
の
た
び
組
織
を
一
新
し
統
合
し
た

も
の
で
す
。

両
商
工
会
は
、
対
等
な
立
場
で
合
併
し

ま
し
た
が
、
手
続
き
上
は
沢
内
村
商
工
会

が
解
散
し
、
湯
田
町
商
工
会
の
定
款
を
変

更
し
て
存
続
す
る
定
款
変
更
方
式
と
な
り

ま
し
た
。
両
商
工
会
を
解
散
し
新
設
す
る

と
新
た
な
認
可
手
続
な
ど
が
必
要
に
な
り

時
間
や
費
用
も
か
か
る
た
め
で
す
。

ま
た
、
役
員
に
つ
い
て
は
５
月
中
旬
に

予
定
さ
れ
て
い
る
西
和
賀
商
工
会
の
総
会

ま
で
は
、
暫
定
的
に
湯
田
町
商
工
会
の
役

員
が
引
き
続
き
在
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
西
和
賀
商
工
会
の
本
所
と
な
る

湯
田
町
複
合
型
商
工
会
館
（
ほ
っ
と
ゆ
だ

駅
前
の
湯
夢
プ
ラ
ザ
）
も
西
和
賀
複
合
型

商
工
会
館
と
名
称
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
旧
沢
内
村
商
工
会
は
、
西
和
賀
商
工

会
沢
内
支
所
に
な
り
ま
し
た
。

西
和
賀
商
工
会
の
会
員
数
は
４
月
３
日

現
在
で
３
１
０
人
（
湯
田
２
０
８
人
、
沢

内
１
０
２
人
で
す
）。

平
成
18
年
４
月
１
日
、
湯
田
町
社
会
福

祉
協
議
会
と
沢
内
村
社
会
福
祉
協
議
会
が

合
併
し
、
西
和
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

誕
生
し
ま
し
た
。

15
回
の
合
併
協
議
会
と
行
政
関
係
者
を

交
え
た
行
政
連
絡
調
整
会
議
、
実
務
者
に

よ
る
検
討
会
を
開
催
し
丸
２
年
の
歳
月
を

経
て
、
合
併
を
迎
え
ま
し
た
。

４
月
１
日
、
悠
々
館
で
は
職
員
に
対
す

る
辞
令
交
付
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
総

勢
35
人
の
職
員
体
制
で
事
業
展
開
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

西
和
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
分
庁
方

式
を
と
り
、
本
部
機
能
と
訪
問
入
浴
事
業

は
役
場
沢
内
庁
舎
内
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
）
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
事
業
な
ど
は
悠
々
館
に
そ
れ
ぞ

れ
分
け
ら
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
社
協
が
行
う
事
業
の
窓
口
は
、

ど
ち
ら
の
事
務
所
で
も
受
付
し
ま
す
の

で
、
今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
事
が
可
能
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
町
民
全
員
が
会

員
と
な
っ
て
い
る
福
祉
団
体
で
、
地
域
の

福
祉
の
向
上
の
た
め
様
々
な
事
業
で
会
員

の
生
活
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
事
業
、
ス
ノ
ー
バ

ス
タ
ー
ズ
や
サ
ロ
ン
事
業
な
ど
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
事
業
、
町
内
２
カ
所

で
の
子
育
て
を
支
援
す
る
学
童
保
育
事

業
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、

訪
問
入
浴
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
介
護
保

険
事
業
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
湯
田

支
所
機
能
の
運
営
な
ど
、
誰
も
が
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

西
和
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

合
併
し
４
月
か
ら
発
足

西
和
賀
商
工
会
誕
生
両
商
工
会
が
合
併

西和賀商工会初代会長の佐藤さん（右から2番目）西和賀商工会初代会長の佐藤さん（右から2番目）西和賀商工会初代会長の佐藤さん（右から2番目）西和賀商工会初代会長の佐藤さん（右から2番目）西和賀商工会初代会長の佐藤さん（右から2番目）西和賀商工会初代会長の佐藤さん（右から2番目）西和賀商工会初代会長の佐藤さん（右から2番目）西和賀商工会初代会長の佐藤さん（右から2番目）西和賀商工会初代会長の佐藤さん（右から2番目）西和賀商工会初代会長の佐藤さん（右から2番目）西和賀商工会初代会長の佐藤さん（右から2番目）西和賀商工会初代会長の佐藤さん（右から2番目）西和賀商工会初代会長の佐藤さん（右から2番目）西和賀商工会初代会長の佐藤さん（右から2番目）西和賀商工会初代会長の佐藤さん（右から2番目）西和賀商工会初代会長の佐藤さん（右から2番目）西和賀商工会初代会長の佐藤さん（右から2番目）

▲沢内庁舎に隣接する
老人福祉センター内
にある本所

▼悠々館は湯田支所に
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学校名 沢内中 湯田中 西高

1 年

2 年

3 年

31人

38人

41人

27人

24人

29人

75人

76人

61人

【小学校】 【中高】

4月7日現在（企画課調べ）

越
中
畑
小
学
校
で
は
た
っ
た
１
人
の
入

学
生
（
表
紙
写
真
）。
入
学
し
た
金
森
桜

子
さ
ん
は
、
東
京
に
住
む
親
元
を
離
れ
、

祖
父
母
の
実
家
（
越
中
畑
）
で
生
活
し
な

が
ら
学
校
に
登
校
し
ま
す
。

７
日
の
入
学
式
に
は
桜
子
さ
ん
の
お
父

さ
ん
と
お
母
さ
ん
も
出
席
し
、
期
待
が
ふ

く
ら
む
桜
子
さ
ん
を
見
守
り
ま
し
た
。

田
村
壮
一
校
長
は
「
桜
子
さ
ん
の
こ
と

を
み
ん
な
で
応
援
す
る
の
で
、
次
の
３
つ

の
事
を
頑
張
っ
て
欲
し
い
。
小
学
校
で
の

勉
強
、
元
気
に
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
。
そ

し
て
早
寝
早
起
き
を
し
て
朝
ご
飯
を
食
べ

る
こ
と
。
お
も
し
ろ
く
て
、
に
ぎ
や
か
な

学
校
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
し
ょ
う
」

と
元
気
づ
け
ま
し
た
。

湯
田
中
学
校
で
は
、
４
月
６
日
に
入
学

式
が
行
わ
れ
27
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

久
慈
市
立
久
慈
湊
小
か
ら
今
年
赴
任
し

た
川
村
庸
子
校
長
は
「
中
学
校
生
活
は
今

ま
で
以
上
に
自
分
で
判
断
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
よ
り
高
く
、
よ
り
た
く

ま
し
く
、
よ
り
豊
か
に
な
っ
て
新
し
い
自

分
を
見
つ
け
る
最
高
の
３
年
間
に
し
て
欲

し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

ま
た
、
入
学
生
を
代
表
し
て
高
橋
正
太

君
（
湯
本
小
出
身
・
湯
之
沢
）
が
「
今
日

か
ら
中
学
生
に
な
り
大
き
な
期
待
を
し
て

い
ま
す
。
特
に
も
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
勉
強
、

そ
し
て
湯
田
中
の
伝
統
に
な
っ
て
い
る
合

唱
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

西
和
賀
高
校
で
は
４
月
７
日
に
入
学
式

を
行
い
、
今
年
は
80
人
の
募
集
に
対
し
75

人
（
う
ち
町
内
出
身
者
は
43
人
）
が
入
学

し
ま
し
た
。

菅
原
通
校
長
は
「
高
校
は
皆
さ
ん
の
夢

や
理
想
を
具
体
的
に
実
現
す
る
学
び
の

場
。
先
生
の
指
導
や
上
級
生
の
忠
告
を
受

け
な
が
ら
、
明
る
く
素
直
で
恵
ま
れ
た
資

質
の
向
上
に
努
め
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

ま
た
、
新
入
生
を
代
表
し
て
藤
原
由
貴

さ
ん
（
湯
田
中
出
身
・
槻
沢
）
が
「
こ
れ

ま
で
西
高
の
伝
統
を
築
き
上
げ
て
き
た
多

く
の
先
輩
方
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
勉
強
や
部

活
動
に
励
み
、
西
高
生
と
し
て
誠
実
に
歩

ん
で
い
き
た
い
」
と
誓
い
ま
し
た
。

町
内
の
学
校
で
入
学
式

小
学
校
で
は

中
学
校
で
は

高
校
で
は

桜の季節

夢
と
希
望
を
胸
に

学校名 貝沢小 川舟小 猿橋小 沢内一小 湯本小 川尻小 越中畑小

1 年

2 年

3 年

4 年

5 年

6 年

小学校計

2人

6人

2人

2人

3人

5人

20人

3人

4人

5人

5人

6人

10人

33人

4人

5人

5人

8人

2人

8人

32人

8人

18人

7人

15人

13人

20人

81人

12人

12人

8人

15人

5人

7人

59人

15人

5人

5人

8人

15人

8人

56人

1人

5人

2人

2人

6人

3人

19人

合計 110人 80人 212人

町内小・中・高の児童、生徒数

※表中の ］のマークは、複式　
学級を示しています。

湯田中学校入学式湯田中学校入学式湯田中学校入学式湯田中学校入学式湯田中学校入学式湯田中学校入学式湯田中学校入学式湯田中学校入学式湯田中学校入学式湯田中学校入学式湯田中学校入学式湯田中学校入学式湯田中学校入学式湯田中学校入学式湯田中学校入学式湯田中学校入学式湯田中学校入学式

西和賀高校入学式西和賀高校入学式西和賀高校入学式西和賀高校入学式西和賀高校入学式西和賀高校入学式西和賀高校入学式西和賀高校入学式西和賀高校入学式西和賀高校入学式西和賀高校入学式西和賀高校入学式西和賀高校入学式西和賀高校入学式西和賀高校入学式西和賀高校入学式西和賀高校入学式

町
内
小
学
校
の
入
学
式
は
４
月
６

日
と
７
日
に
、
沢
内
中
学
校
は
５
日
、

湯
田
中
学
校
は
６
日
、
西
和
賀
高
校

で
は
７
日
に
そ
れ
ぞ
れ
入
学
式
が
行

わ
れ
、
小
学
校
に
は
４５
人
、
中
学
校

に
は
５８
人
、
高
校
に
は
７５
人
が
そ
れ

ぞ
れ
の
校
門
を
く
ぐ
り
、
期
待
を
胸

に
新
た
な
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。
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４
月
10
日
錦
秋
湖
マ
ラ
ソ
ン
の
事
務
所

開
き
が
湯
田
庁
舎
の
会
議
室
で
行
わ
れ
大

会
本
部
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

開
所
に
あ
た
り
大
会
会
長
の
高
橋
町
長

は
「
万
全
を
期
し
て
大
会
運
営
に
あ
た
っ

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
地
域
の
方
や
み
な

さ
ん
か
ら
協
力
と
応
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
今
大
会
を
記
念
す
べ
き
大
会
に
し
内

実
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
」
と
大

会
に
向
け
て
意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し

た
。

今
大
会
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
２
０
４

４
人
の
応
募
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
町

内
か
ら
も
46
人
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
こ
の
大
会
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
お
よ
そ
５
０
０
人
に
な
り
ま
す
。

毎
年
、
各
地
区
の
方
か
ら
も
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
は
、
役
場
前
の
国
道
１
０
７

号
を
30
キ
ロ
と
ハ
ー
フ
が
10
時
、
５
分
遅

れ
で
10
キ
ロ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
参
加
選
手
へ
の
応
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

こ
の
大
会
の
運
営
の
た
め
、
次
の
と
お

り
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
の
で
、
大
会
開

催
中
は
で
き
る
だ
け
迂
回
路
を
ご
利
用
下

さ
い
。

●
国
道
１
０
７
号
（
規
制
区
間
①
）

川
正
商
店
前
丁
字
路
交
差
点
か
ら
川
尻
石

油
前
丁
字
路
交
差
点
ま
で

・
全
面
通
行
止

９
時
50
分
か
ら
10
時
10
分
ま
で
（
こ
の

時
間
は
車
両
が
全
く
通
行
で
き
ま
せ
ん
）

・
片
側
通
行
止

10
時
10
分
か
ら
13
時
ま
で
（
こ
の
時
間

帯
は
相
互
に
通
行
で
き
ま
す
）

●
主
要
地
方
道
盛
岡
横
手
線
（
規
制
区
間
②
）

湯
本
大
橋
丁
字
路
交
差
点
か
ら
川
尻
橋
丁

字
路
交
差
点
ま
で

・
片
側
一
方
通
行

１０
時
１０
分
か
ら
１２
時
３０
分
ま
で
（
湯
本

方
面
か
ら
川
尻
方
面
の
一
方
通
行
に
な
り

ま
す
の
で
、
川
尻
か
ら
湯
本
方
面
へ
の
通

行
は
で
き
ま
せ
ん
。
湯
本
方
面
に
向
か
う

際
に
は
１
０
７
号
線
を
経
由
し
て
小
繋
沢

ア
ク
セ
ス
道
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

●
町
道
湯
本
湯
田
線
（
規
制
区
間
③
）

湯
田
機
械
前
丁
字
路
か
ら
湯
本
大
橋
丁

字
路
ま
で
の
区
間

・
全
面
通
行
止

10
時
10
分
か
ら
12
時
30
分
ま
で

●
主
要
地
方
道
盛
岡
横
手
線
（
規
制
区
間
④
）

湯
田
機
械
前
丁
字
路
か
ら
沢
内
太
田
（
弁

天
島
入
口
）
ま
で
の
区
間
は
原
則
と
し
て
、

東
側
幹
線
を
通
行
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
通
行
制
限

10
時
10
分
か
ら
13
時
ま
で

問
合
先
／
錦
秋
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局

（
役
場
観
光
商
工
課
内
）82│

３
２
９
０
ま
で

マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
施
の
前
日
に
行
わ
れ

て
い
る
湖
水
ま
つ
り
。
名
物
と
も
な
っ
た

湖
上
遊
覧
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

20
時
か
ら
は
、
恒
例
の
花
火
打
ち
上
げ

が
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
家
族
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
先
／
湖
水
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務

局
（
西
和
賀
商
工
会
内
）

82
│
２
２
７
０
ま
で

マ
ラ
ソ
ン
交
通
規
制

湖
水
ま
つ
り
は
２７
回
目

第
２６
回
錦
秋
湖
マ
ラ
ソ
ン

５５
月月
２２８８
日日
（（
日日
））
１１００
時時
スス
タタ
ーー
トト

大会本部を設置する高橋大会長と副会長の山崎行夫さん（右）大会本部を設置する高橋大会長と副会長の山崎行夫さん（右）大会本部を設置する高橋大会長と副会長の山崎行夫さん（右）大会本部を設置する高橋大会長と副会長の山崎行夫さん（右）大会本部を設置する高橋大会長と副会長の山崎行夫さん（右）大会本部を設置する高橋大会長と副会長の山崎行夫さん（右）大会本部を設置する高橋大会長と副会長の山崎行夫さん（右）大会本部を設置する高橋大会長と副会長の山崎行夫さん（右）大会本部を設置する高橋大会長と副会長の山崎行夫さん（右）大会本部を設置する高橋大会長と副会長の山崎行夫さん（右）大会本部を設置する高橋大会長と副会長の山崎行夫さん（右）大会本部を設置する高橋大会長と副会長の山崎行夫さん（右）大会本部を設置する高橋大会長と副会長の山崎行夫さん（右）大会本部を設置する高橋大会長と副会長の山崎行夫さん（右）大会本部を設置する高橋大会長と副会長の山崎行夫さん（右）大会本部を設置する高橋大会長と副会長の山崎行夫さん（右）大会本部を設置する高橋大会長と副会長の山崎行夫さん（右）
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広
報
企
画
と
し
て
、
今
回
は

地
元
か
ら
の
出
場
選
手
や
裏
方

さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

聞
き
手

み
な
さ
ん
に
と
っ
て

こ
の
大
会
に
参
加
す
る
き
っ
か

け
や
思
い
出
な
ど
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

柏
崎

マ
ラ
ソ
ン
の
き
っ
か
け

は
、
近
所
の
奥
さ
ん
が
練
習
す

る
の
で
自
分
も
走
り
出
し
た
の

が
き
っ
か
け
。
励
ま
し
の
電
報

や
電
話
が
あ
り
、
最
後
ま
で
走

る
こ
と
の
快
感
を
覚
え
た
。
快

感
を
楽
し
み
た
い
の
で
ま
だ
ま

だ
走
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

深
澤

こ
の
大
会
に
は
、
最
初

か
ら
出
場
し
て
い
る
が
、
第
10

回
目
か
ら
30
キ
ロ
の
部
が
設
け

ら
れ
、
私
も
張
り
切
っ
て
出
場

し
た
。
生
徒
も
地
域
の
方
も
応

援
し
て
く
れ
た
が
、
や
っ
と
折

り
返
し
て
自
分
の
家
（
太
田
）

ま
で
来
る
と
、
な
ん
だ
か
力
が

抜
け
て
し
ま
い
、
リ
タ
イ
ア
し

た
思
い
出
が
あ
る
な
。
私
が
戻

ら
な
い
の
で
、
生
徒
な
ど
が
心

配
し
騒
ぎ
に
な
っ
た
ら
し
い
。

新
田

地
元
の
大
会
な
の
で
走

り
た
い
と
い
う
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
地
元
の
人
か
ら
た
く
さ

ん
応
援
し
て
も
ら
え
て
楽
し
い
。

１
０
０
０
人
を
超
え
る
大
会
と

い
う
の
は
な
か
な
か
少
な
い
。

そ
れ
だ
け
良
い
大
会
で
あ
る
と

い
う
証
拠
だ
と
思
い
ま
す
。
弟

と
一
緒
に
出
場
し
、
僕
は
30
㌔

で
、
弟
は
ハ
ー
フ
で
そ
れ
ぞ
れ

入
賞
で
き
た
こ
と
が
一
番
の
思

い
出
で
す
。

佐
々
木

同
じ
選
手
が
出
場
し

「
か
っ
ち
ゃ
、
ま
だ
来
た
が
ら

よ
ろ
し
ぐ
た
の
む
」
な
ど
と
言

わ
れ
ま
す
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

町
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
年
に
よ

っ
て
田
植
え
の
時
期
と
重
な
り
、

農
家
の
人
以
外
の
人
を
お
願
い

す
る
な
ど
、
役
員
の
配
置
が
難

し
い
時
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

選
手
に
は
喜
ん
で
欲
し
い
な
と

い
う
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

高
橋

こ
の
大
会
に
携
わ
っ
た

の
は
最
初
か
ら
で
し
ば
ら
く
は

20
㌔
（
の
決
勝
審
判
だ
っ
た
。

私
の
仕
事
は
、
ゴ
ー
ル
す
る
ラ

ン
ナ
ー
の
番
号
を
テ
ー
プ
に
記

録
す
る
ボ
イ
ス
マ
ン
。
最
初
は

何
も
分
か
ら
ず
雲
を
つ
か
む
よ

う
な
感
じ
で
、
記
録
が
と
れ
な

い
選
手
を
何
人
か
だ
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
、
未
だ
に
悔
や
ま

れ
る
。
当
時
は
か
な
り
容
易
で

は
な
い
と
感
じ
た
。

山
本

マ
ラ
ソ
ン
の
一
年
前
か

ら
町
の
活
性
化
の
た
め
に
花
火

大
会
を
や
っ
た
が
「
ま
だ
来
年

も
や
っ
て
け
ろ
な
」と
言
わ
れ
、

ど
う
す
れ
ば
長
く
続
け
ら
れ
る

か
を
考
え
た
。『
マ
ラ
ソ
ン
大

会
や
る
べ
』
と
声
が
上
が
っ
た

が『
選
手
集
ま
っ
て
く
る
べ
が
。

本
当
に
う
ま
ぐ
い
ぐ
べ
が
』
と

不
安
だ
っ
た
が
翌
年
か
ら
、
河

北
新
報
社
の
協
力
を
得
ら
れ
開

催
に
こ
ぎ
着
け
た
。

確
か
、
一
回
大
会
は
６
１
７

人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
実
際

に
は
５
５
８
人
が
走
っ
た
が
、

地
元
に
も
お
金
が
落
ち
る
し
、

良
い
事
だ
と
思
っ
た
。
そ
れ
か

ら
、毎
年
人
が
増
え
て
い
く
し
、

『
お
も
し
ぇ
』
も
の
だ
と
思
っ

た
な
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う

ち
に
27
年
も
経
っ
て
し
ま
っ
た
。

聞
き
手

こ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
ど
ん
な

と
こ
ろ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
か
。

参
加
選
手
か
ら
は
参
加
費
が

安
い
、
無
料
の
温
泉
入
浴
が
あ

る
、
地
元
の
人
と
の
交
流
が
嬉

し
い
な
ど
の
声
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。

山
本

み
ん
な
が
一
生
懸
命
に

な
っ
て
、
沿
道
に
出
て
応
援
し

て
く
れ
る
こ
と
が
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
だ
と
思
う
。

柏
崎

沿
道
の
声
援
は
、『
最

後
ま
で
頑
張
る
ぞ
』
と
い
う
気

持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
。

新
田

前
日
に
花
火
が
あ
る
の

が
す
ご
い
魅
力
だ
と
思
う
。
花

火
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
こ

と
と
応
援
が
売
り
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

深
沢

普
段
は
お
盆
と
か
正
月

に
帰
っ
て
く
る
が
、
こ
の
時
期

に
帰
っ
て
き
て
こ
れ
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
町
内
出
身
者
も
た

く
さ
ん
い
る
。
ふ
る
さ
と
に
帰

っ
て
き
て
、
応
援
や
激
励
を
う

け
な
が
ら
走
る
と
い
う
の
が
素

晴
ら
し
い
と
思
う
。

新
田

マ
ラ
ソ
ン
だ
け
で
は
な

く
、
例
え
ば
秋
に
ま
た
来
た
い

と
い
う
よ
う
な
大
会
に
な
れ
ば

町
と
し
て
も
も
っ
と
盛
り
上
が

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

高
橋

『
ま
た
来
よ
う
』
と
い

ランナー代表　
柏崎美恵子さん
（湯田）

自
営
業
で
子
供
が
寝
て
い

る
間
に
練
習
し
た
そ
う
で

す
。
子
供
が
大
き
く
な
る
と

か
え
っ
て
練
習
し
な
く
な
っ

た
と
の
こ
と
。

給水担当　
佐々木文子さん
（新町）

ラ
ン
ナ
ー
に
と
っ
て
は
、

水
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
。

選
手
が
心
地
良
く
走
れ
る
よ

う
に
気
配
り
も
忘
れ
ま
せ

ん
。

総務係　

高橋紹郎
つぐお

さん
（川尻）

大
会
総
務
は
、
各
種
の
調

整
役
。
大
会
運
営
の
ほ
と
ん

ど
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

広
報
座
談
会

まさにスタートの瞬間まさにスタートの瞬間まさにスタートの瞬間まさにスタートの瞬間まさにスタートの瞬間まさにスタートの瞬間まさにスタートの瞬間まさにスタートの瞬間まさにスタートの瞬間まさにスタートの瞬間まさにスタートの瞬間まさにスタートの瞬間まさにスタートの瞬間まさにスタートの瞬間まさにスタートの瞬間まさにスタートの瞬間まさにスタートの瞬間

湖
水
ま
つ
り
　
５
月
２７
日
（
土
）
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う
気
持
ち
に
な
っ
て
く
れ
る
事

が
大
事
。
し
か
し
、
町
の
財
政

支
援
も
年
々
厳
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
高
齢
化
と
い
う
事
も
考
え

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

山
本

湖
水
ま
つ
り
も
マ
ラ
ソ

ン
も
、
も
う
一
回
、
も
う
二
回

と
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
そ

れ
は
当
初
か
ら
大
事
に
し
て
き

た
事
だ
と
思
う
。だ
か
ら
こ
そ
、

感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
初
心
に
戻

り
み
ん
な
で
協
力
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
。

花
火
に
関
し
て
は
、
町
の
財

政
支
援
も
少
な
く
、
町
民
や
事

業
所
か
ら
の
寄
附
で
成
り
立
っ

て
い
る
。こ
う
い
う
ご
時
世
に
、

快
く
引
き
受
け
て
も
ら
っ
て
い

る
こ
と
に
本
当
に
感
謝
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

佐
々
木

西
和
賀
町
と
な
っ
た

の
だ
か
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
大

会
を
良
く
し
て
い
く
た
め
の
意

見
を
出
し
あ
っ
た
ら
良
い
と
思

う
。

深
沢

参
加
費
が
安
い
の
で
大

会
運
営
が
大
変
だ
と
思
う
。
削

る
べ
き
所
は
削
っ
て
い
く
必
要

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

聞
き
手

大
会
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
岩
手
県
な
ど
の
道

路
管
理
者
や
警
察
当
局
と
の
協

議
の
結
果
、
交
通
事
情
を
勘
案

し
て
２
０
０
０
人
を
出
場
の
上

限
と
し
て
い
ま
す
。

国
道
を
一
時
通
行
止
め
に
し

た
り
県
道
の
相
互
交
通
を
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
『
警
備

体
制
は
な
お
不
十
分
』
で
あ
る

と
の
指
摘
を
受
け
て
い
ま
す
が

…
。

山
本

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
す
れ

ば
不
満
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
国

道
を
止
め
て
『
だ
〜
』
と
一
度

に
ス
タ
ー
ト
す
る
様
は
、
見
応

え
や
感
動
が
あ
る
。
町
の
た
め

に
は
、
ス
タ
ー
ト
と
ゴ
ー
ル
の

位
置
は
変
え
て
欲
し
く
な
い
な
。

小
繋
沢
の
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど

も
で
き
た
の
で
、
緩
和
さ
れ
て

い
る
と
思
う
。

高
橋

確
か
に
、
当
時
と
比
べ

れ
ば
、
交
通
事
情
も
だ
い
ぶ
変

わ
り
高
速
道
や
ア
ク
セ
ス
道
が

で
き
た
。
ぜ
ひ
、
町
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
交
通
関

係
当
局
に
も
ぜ
ひ
と
も
理
解
し

て
欲
し
い
。

新
田

周
回
コ
ー
ス
だ
と
つ
ま

ら
な
い
で
す
よ
ね
。
景
色
を
楽

し
み
な
が
ら
走
る
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

佐
々
木

走
る
人
も
、
応
援
す

る
人
が
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
寂

し
い
気
が
し
ま
す
。

深
澤

私
も
今
の
コ
ー
ス
が
一

番
良
い
が
、
ど
う
し
て
も
と
言

う
の
で
あ
れ
ば
湯
本
小
学
校
を

出
発
し
て
槻
沢
方
面
を
走
る
と

言
う
こ
と
も
考
え
ら
る
が
…
。

む
し
ろ
、
地
元
の
子
供
た
ち

や
若
い
人
が
参
加
で
き
る
よ
う

な
大
会
に
し
て
欲
し
い
。
小
中

学
生
の
た
め
の
３
㌔
の
コ
ー
ス

が
あ
れ
ば
な
、
と
思
う
。

柏
崎

ど
う
せ
な
ら
、
10
㌔
先

ま
で
走
り
た
い
。

山
本

道
路
事
情
を
考
え
れ

ば
、
折
り
返
さ
な
い
で
、
10
㌔

走
っ
た
地
点
で
ゴ
ー
ル
と
い
う

の
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
な
。

新
田

一
番
目
に
そ
の
大
会
が

成
功
し
た
か
ど
う
か
は
事
故
が

な
い
か
ど
う
か
、
だ
と
思
い
ま

す
。
事
故
を
起
こ
す
と
イ
メ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
大
会
は
安
全
面
な
ど
は
他

の
大
会
と
比
べ
て
も
、
す
ご
く

頑
張
っ
て
い
る
方
だ
と
思
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
協
力
し
て
い
る
こ
と

も
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

高
橋

我
々
も
、
一
回
で
も
事

故
を
起
こ
し
た
ら
、
も
う
終
わ

り
だ
と
い
う
気
持
ち
で
や
っ
て

い
る
。
絶
対
に
人
身
事
故
だ
け

は
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
。

深
澤

こ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は

東
北
全
体
を
見
て
も
、
良
い
大

会
だ
と
思
っ
て
い
る
。

高
橋

マ
ラ
ソ
ン
ブ
ー
ム
は
、

確
か
に
以
前
に
比
べ
る
と
勢
い

は
な
い
こ
と
も
確
か
だ
。ま
た
、

大
会
運
営
の
た
め
の
財
政
的
な

問
題
も
あ
り
、
ど
う
や
っ
て
こ

の
大
会
を
持
続
さ
せ
て
い
く
の

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い

る
。
少
な
く
と
も
２
０
０
０
人

が
出
場
す
る
大
会
で
あ
り
、
そ

の
経
済
効
果
も
相
当
な
も
の
。

こ
の
マ
ラ
ソ
ン
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
中
心
に
し
て
町
を
挙
げ

て
の
大
会
で
、
他
の
大
会
に
ひ

け
を
と
る
も
の
で
は
な
い
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

聞
き
手

参
加
者
に
ま
す
ま
す

喜
ん
で
も
ら
え
る
大
会
に
し
て

い
き
た
い
の
で
、
引
き
続
き
ご

協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
３
月
９
日
湯
田
庁
舎
に
て
、

聞
き
手
・
観
光
商
工
課
長
補
佐

菊
池
一
治
（
現
在
は
税
務
課
課

長
補
佐
）、
文
・
企
画
課
広
報

係
）

湖水まつり実行委員長
山本雅彦さん
（川尻）

町
の
活
性
化
の
た
め
に
立

ち
上
が
っ
た
当
時
の
有
志
の

一
人
。

ランナー代表　
深澤武志さん
（太田）

西
和
賀
高
校
教
諭
時
代
か

ら
陸
上
競
技
に
精
通
し
、
錦

秋
湖
マ
ラ
ソ
ン
に
は
第
一
回

大
会
か
ら
出
場
し
て
い
ま

す
。

ランナー代表　
新田康行さん
（両沢）

高
校
時
代
に
、
岩
手
県
最

速
の
選
手
と
し
て
京
都
で
の

全
国
高
校
駅
伝
に
出
場
し
た

経
歴
を
持
ち
ま
す
。

広
報
座
談
会

マ
ラ
ソ
ン
大
会
　
５
月
２８
日
（
日
）
１０
時
号
砲
！！
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「ふむふむ、�
　　どんな情報だい？」�

「町の情報を�
　　キャッチしました！」�

西
和
賀
婦
人
連
絡
協
議
会

初
代
会
長
に
加
藤
久
子
さ
ん

４
月
９
日
沢
内
バ
ー
デ
ン
で
、
沢
内
村

婦
人
連
絡
協
議
会
と
湯
田
町
婦
人
連
絡
協

議
会
が
統
合
し
、
西
和
賀
町
婦
人
連
絡
協

議
会
の
設
立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
町
村
の
連
絡
協
議
会
は
昭
和
29
年
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
度
統
合
し
活

動
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
会
長
に
加
藤
久
子
さ
ん

（
新
町
）、
副
会
長
に
は
小
田
島
莞
子
さ
ん

（
湯
本
）、
高
橋
和
子
さ
ん
（
太
田
）、
高

橋
恵
子
さ
ん
（
泉
沢
）
の
３
人
を
選
出
し

た
ほ
か
、
平
成
18
年
度
の
事
業
内
容
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

西
和
賀
婦
協
の
会
員
は
、
設
立
総
会
時

で
３
０
６
人
、
15
単
位
会
と
町
内
で
も
大

き
な
団
体
の
一
つ
で
す
。
同
協
会
は
地
域

の
女
性
に
よ
り
組
織
さ
れ
、
男
女
平
等
社

会
に
向
け
た
女
性
の
地
位
向
上
、
子
育
て

支
援
な
ど
地
域
を
基
盤
と
し
て
活
動
し
、

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の

形
成
を
目
指
し
活
動
す
る
社
会
教
育
団
体

で
す
。

初
代
会
長
と
な
っ
た
加
藤
久
子
さ
ん
は

「
西
和
賀
婦
協
の
会
員

と
し
て
自
覚
と
誇
り
を

持
っ
て
、
学
び
を
通
し

て
地
域
課
題
を
解
決

し
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
尽

く
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
て
い

ま
し
た
。

西
和
賀
婦
協
で
は
、
随
時
会
員
を
募
集

し
て
お
り
、
町
に
在
住
す
る
女
性
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

連
絡
先
／
会
長
宅
　
85
│
２
３
５
８

湯
田
牛
乳
公
社

新
製
品
７
種
を
発
売

町
が
出
資
し
て
い
る
湯
田
牛
乳
公
社
で

こ
の
度
新
製
品
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
製
品
は
、
湯
田
牛
乳
を
原
料
に
使

い
、
岩
手
県
産
の
果
実
を
使
う
な
ど
地
産

地
消
に
こ
だ
わ
っ
た
手
作
り
製
品
で
す
。

新
製
品
は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
デ
ザ
ー
ト

が
カ
シ
ス
、
イ
チ
ゴ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ソ

ー
ス
の
３
種
類
。
ほ
か
に
、
さ
く
ら
の
バ

バ
ロ
ア
、杏
仁
豆
腐
、ク
リ
ー
ム
ビ
リ
ュ
レ
、

ぷ
で
ぃ
ん
ぐ
ぅ
な
ど
全
部
で
７
種
類
。

３
月
19
日
か
ら
同
社
の
直
売
所
の
結
ハ

ウ
ス
で
販
売
さ
れ
、
早
速
新
製
品
を
買
い

求
め
る
お
客
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

同
社
の
溝
渕
郁
夫
専
務
は
「
牛
乳
の
消

費
が
全
国
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
、

低
カ
ロ
リ
ー
の
嗜
好
が
強
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
今
回
の
製
品
を
発
売
す
る
こ
と
に

し
た
。

今
は
設
備
が
な
い
が
、
今
後
は
牛
乳
製

造
だ
け
で
な
く
チ
ー
ズ
や
バ
タ
ー
な
ど
の

開
発
を
行
い
、
地
元
の
素
材
に
こ
だ
わ
り

地
域
産
業
と
結
び
つ
き
の
あ
る
商
品
開
発

を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

製
品
は
、
北
上
市
に
あ
る
さ
く
ら
野
百

貨
店
で
も
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
生
協
の

共
同
購
入
で
も
販
売
予
定
で
す
。

え
み

結ハウスに並べられた新製品結ハウスに並べられた新製品結ハウスに並べられた新製品結ハウスに並べられた新製品結ハウスに並べられた新製品結ハウスに並べられた新製品結ハウスに並べられた新製品結ハウスに並べられた新製品結ハウスに並べられた新製品結ハウスに並べられた新製品結ハウスに並べられた新製品結ハウスに並べられた新製品結ハウスに並べられた新製品結ハウスに並べられた新製品結ハウスに並べられた新製品結ハウスに並べられた新製品結ハウスに並べられた新製品 総会の様子総会の様子総会の様子総会の様子総会の様子総会の様子総会の様子総会の様子総会の様子総会の様子総会の様子総会の様子総会の様子総会の様子総会の様子総会の様子総会の様子
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春
を
告
げ
る
風
物
詩

わ
ら
人
形
の
衣
替
え

平
成
元
年
に
、
湯
田
牛
乳
公
社
（
結
ハ

ウ
ス
）
の
正
面
駐
車
場
に
設
置
さ
れ
た
日

本
一
の
大
き
さ
を
誇
る
わ
ら
人
形
。
背
丈

が
５
ｍ
、
両
腕
の
指
先
間
は
４
・
８
ｍ
あ

り
ま
す
。
ほ
ぼ
毎
年
こ
の
わ
ら
人
形
の
衣

替
え
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
４
月
１
日
に
、
白
木
野
の
わ
ら

人
形
製
作
に
取
り
組
む
有
志
の
方
々
に
よ

り
、
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

事
前
に
各
部
位
ご
と
に
作
成
し
た
ワ
ラ

を
持
ち
寄
り
、
当
日
は
現
地
で
最
終
的
な

調
整
を
し
て
一
日
ほ
ど
か
け
て
作
業
は
完

了
し
ま
し
た
。
衣
の
た
め
に
使
っ
た
ワ
ラ

は
80
束
ほ
ど
。

作
業
に
あ
た
っ
た
高
橋
克
己
さ
ん
（
白

木
野
）
に
よ
る
と
「
今
年
は
、
傷
み
が
激

し
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
例
年
よ
り
作
業

を
早
く
し
た
。
こ
の
雪
だ
っ
た
か
ら
な
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
品
の
衣
装
を

ま
と
っ
た
侍
は
、
早
速
お
客
さ
ん
を
お
出

迎
え
し
ま
し
た
。

沢
内
村
体
育
協
会

湯
田
町
体
育
協
会
で
解
散
式

２
月
23
日
沢
内
バ
ー
デ
ン
で
沢
内
村
体

育
協
会
の
最
後
の
総
会
が
行
わ
れ
、
決
算

な
ど
を
可
決
し
た
後
に
解
散
し
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
15
日
巣
郷
温
泉
の
ク
ア
ハ

ウ
ス
巣
郷
で
、
湯
田
町
体
育
協
会
の
解
散

式
が
行
わ
れ
、
協
会
の
運
営
に
功
績
の
あ

っ
た
21
人
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
山
岳
協
会
に
所

属
す
る
高
橋
信
一
さ
ん
（
小
繋
沢
）
が

「
身
に
余
る
光
栄
だ
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
誇
り
を
大
き
く
持
っ

て
、
今
後
も
精
進
し
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

両
町
村
の
体
育
協
会
は
、
町
村
合
併
に

と
も
な
い
４
月
か
ら
西
和
賀
町
体
育
協
会

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

沢
内
村
体
育
協
会
で
は
昭
和
30
年
か
ら
、

湯
田
町
体
育
協
会
で
は
昭
和
21
年
か
ら
の

歴
史
に
幕
を
お
ろ
し
ま
し
た
。

新
体
協
の
新
役
員
に
つ
い
て
は
、
４
月

下
旬
の
設
立
総
会
に
て
選
出
さ
れ
ま
す

が
、
そ
れ
ま
で
は
暫
定
的
に
運
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

蛭
坂
泰
貴
君
（
沢
中
）

東
北
中
学
校
選
抜
で
活
躍

３
月
18
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
、
仙
台

市
シ
ェ
ル
コ
ム
せ
ん
だ
い
で
第
４
回
東
北

中
学
校
選
抜
野
球
大
会
の
準
決
勝
と
決
勝

が
行
わ
れ
、
岩
手
県
選
抜
が
３
年
連
続
３

度
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
宮
城
県
中
学
校
体
育
連

盟
な
ど
が
行
っ
た
も
の
で
、
東
北
６
県
の

中
学
校
野
球
の
発
展
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、

選
手
同
士
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
選
手

強
化
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
県
内
各
地
の
中
学
校
２
年
生
の
中
か
ら

27
人
の
選
手
が
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

中
に
、
町
内
か
ら
唯
一
沢
内
中
２
年
（
現

在
３
年
）
の
蛭
坂
泰
貴
君
が
選
ば
れ
試
合

に
出
場
し
、
気
後
れ
す
る
こ
と
な
く
活
躍

し
ま
し
た
。

泰
貴
君
は
、
岩
手
県
選
抜
の
初
陣
の
対

山
形
選
抜
戦
に
サ
ー
ド
で
出
場
し
３
打
数

一
安
打
と
攻
守
に
わ
た
り
活
躍
し
４
対
２

で
勝
ち
、
そ
の
後
の
岩
手
県
選
抜
優
勝
へ

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

泰
貴
君
は
「
８
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
こ

の
大
会
だ
が
、
ど
の
チ
ー
ム
が
勝
っ
て
も

不
思
議
で
は
な
い
ほ
ど
実
力
の
差
は
感
じ

な
か
っ
た
。
た
だ
、
少
な
い
チ
ャ
ン
ス
を

確
実
に
も
の
に
出
来
た
の
で
優
勝
に
結
び

つ
い
た
。
今
回
の
貴
重
な
体
験
を
沢
内
中

チ
ー
ム
に
伝
え
、
中
総
体
に
向
け
て
頑
張

り
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

やぐらを組んで作業しますやぐらを組んで作業しますやぐらを組んで作業しますやぐらを組んで作業しますやぐらを組んで作業しますやぐらを組んで作業しますやぐらを組んで作業しますやぐらを組んで作業しますやぐらを組んで作業しますやぐらを組んで作業しますやぐらを組んで作業しますやぐらを組んで作業しますやぐらを組んで作業しますやぐらを組んで作業しますやぐらを組んで作業しますやぐらを組んで作業しますやぐらを組んで作業します

昭和21年からの歴史に幕をおろす湯田体協昭和21年からの歴史に幕をおろす湯田体協昭和21年からの歴史に幕をおろす湯田体協昭和21年からの歴史に幕をおろす湯田体協昭和21年からの歴史に幕をおろす湯田体協昭和21年からの歴史に幕をおろす湯田体協昭和21年からの歴史に幕をおろす湯田体協昭和21年からの歴史に幕をおろす湯田体協昭和21年からの歴史に幕をおろす湯田体協昭和21年からの歴史に幕をおろす湯田体協昭和21年からの歴史に幕をおろす湯田体協昭和21年からの歴史に幕をおろす湯田体協昭和21年からの歴史に幕をおろす湯田体協昭和21年からの歴史に幕をおろす湯田体協昭和21年からの歴史に幕をおろす湯田体協昭和21年からの歴史に幕をおろす湯田体協昭和21年からの歴史に幕をおろす湯田体協

た
い
き

チームメイトとの記念撮影

泰貴君泰貴君泰貴君泰貴君泰貴君泰貴君泰貴君泰貴君泰貴君泰貴君泰貴君泰貴君泰貴君泰貴君泰貴君泰貴君泰貴君
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湯田地域（川尻）

町では、町内の2カ所で積雪量を冬期間、独自に調査しています。湯田地域は湯田庁舎付近、また沢内地
域は沢内庁舎付近で調査しています。また、テレビで報道される結果とは観測場所も調査方法も違います
ので、両者の数字は一致しません。問合先／企画課（湯田庁舎）統計係　　82-3284

積雪量調査

今年
昨年
現在までの最高積雪

H17年2月28日 215cm

S48年1月27日 368cm
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沢内地域（太田）

H17年3月2日 276cm S45年3月21日 296cm

H18年2月13日 261cm

H18年2月13日 213cm

旧
沢
内
村
で
は
、
毎
年
８
月
に
雪
を
使

っ
た
イ
ベ
ン
ト
「
さ
わ
う
ち
雪
氷
ま
つ
り
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

雪
氷
ま
つ
り
は
、
雪
を
克
服
す
る
対
象

か
ら
、
雪
に
親
し
み
活
用
し
て
い
く
意
識

を
高
め
て
い
く
た
め
に
昭
和
63
年
か
ら
毎

年
行
わ
れ
、
真
夏
に
そ
り
す
べ
り
や
雪
合

戦
が
で
き
る
と
あ
っ
て
子
供
た
ち
に
も
大

人
気
で
す
。

ま
つ
り
当
日
は
、
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
雪

の
滑
り
台
も
登
場
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
予
定
で
す
。

今
年
は
、
３
月
１
日
か
ら
お
よ
そ
20
日

間
を
か
け
、
作
業
員
７
人
に
よ
っ
て
２
つ

の
大
き
な
雪
山
を
作
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
ス
テ
ー
ジ
の
横
を
縦
15
メ
ー
ト

ル
、
横
30
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
範
囲
で
整

地
し
ま
す
。
そ
の
後
に
、
コ
ン
パ
ネ
と
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で
土
台
を
作
っ
て
下
地
は

完
成
で
す
。

今
度
は
雪
氷
変
換
機
の
出
番
。
小
型
ロ

ー
タ
リ
ー
で
雪
氷
変
換
機
に
取
り
付
け
ら

れ
た
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
に
向
か
っ
て
雪

を
飛
ば
し
ま
す
。
コ
ン
ベ
ア
ー
の
雪
は
変

換
機
の
上
部
か
ら
、
機
械
内
部
へ
と
入
り
、

高
密
度
に
圧
縮
さ
れ
氷
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
な

り
ま
す
。
ま
る
で
大
き
な
角
砂
糖
の
よ
う

で
す
。
そ
の
圧
縮
さ
れ
た
約
40
cm
四
方
の

雪
の
塊
を
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ
う
に
積
み
重

ね
８
段
作
り
ま
す
。
雪
が
溶
け
な
い
よ
う

に
そ
の
上
か
ら
、
ダ
ン
プ
と
ロ
ー
タ
リ
ー

を
使
っ
て
雪
を
か
ぶ
せ
、
最
後
に
耐
熱
用

の
保
存
シ
ー
ト
を
掛
け
て
作
業
は
完
了
し

ま
し
た
。

熟
練
し
た
作
業
員
の
お
か
げ
で
例
年
ど

お
り
無
事
に
完
成
し
、
あ
と
は
夏
の
季
節

を
待
つ
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

ま
つ
り
は
、
８
月
の
第
一
日
曜
日
に
志

賀
来
ド
ー
ム
を
中
心
に
開
催
し
て
お
り
、

今
年
も
そ
の
日
程
で
行
う
方
向
で
調
整
し

て
い
ま
す
。

雪
氷
ま
つ
り
準
備

夏
に
向
け
て
雪
山
が
完
成

今年の作業の様子

シンボルの滑り台
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■
岩
手
県
教
育
委
員
会
（
西
和
賀
町
教
育
委
員
会
分
）

【
転
出
】
社
会
教
育
主
事
（
生
涯
学
習
課
）
・
伊
藤
順
子

・
県
南
青
少
年
の
家
へ
、
指
導
主
事
（
学
務
課
）

・
中
村
哲
・
花
巻
市
教
育
委
員
会
へ

【
転
入
】
社
会
教
育
主
事
（
生
涯
学
習
課
）
・
菅
原
浩
樹

・
北
上
市
立
南
中
学
校
か
ら

■
川
尻
小
学
校

【
転
出
】
教
頭
・
大
道
正
樹
・
軽
米
町
軽
米
小
教
頭
へ

【
転
入
】
教
頭
・
高
橋
和
江
・
大
船
渡
市
越
喜
来
小
教
頭

か
ら

■
湯
本
小
学
校

【
退
職
】
校
長
・
高
橋
郁
子

【
転
出
】
養
護
教
諭
・
真
田
智
子
・
北
上
市
飯
豊
中
へ

【
転
入
】
校
長
・
小
原
千
栄
子
・
陸
前
高
田
市
矢
作
小
校
長

か
ら
、
養
護
教
諭
・
小
山
佳
子
・
大
槌
町
金
沢

小
か
ら

■
越
中
畑
小
学
校

【
転
出
】
教
諭
・
大
内
智
佳
子
・
北
上
市
和
賀
西
小
へ

【
転
入
】
教
諭
・
阿
部
倫
人
・
北
上
市
二
子
小
か
ら

■
沢
内
第
一
小
学
校

【
転
出
】
教
頭
・
関
く
み
子
・
八
幡
平
市
田
山
小
教
頭
へ

【
転
入
】
教
頭
・
昆
野
ひ
ろ
子
・
町
立
川
舟
小
教
頭
か
ら

■
猿
橋
小
学
校

【
転
出
】
教
頭
・
西
岡
健
一
・
久
慈
市
来
内
小
校
長
へ

教
諭
・
田
村
聡
子
・
花
巻
市
石
鳥
谷
小
教
諭
へ

【
転
入
】
教
頭
・
千
葉
勝
・
北
上
市
黒
沢
尻
西
小
教
頭
か
ら

■
川
舟
小
学
校

【
転
出
】
校
長
・
高
橋
政
和
・
北
上
市
岩
崎
新
田
小
校
長

へ
、
教
頭
・
昆
野
ひ
ろ
子
・
町
立
沢
内
一
小
教

頭
へ
、
教
諭
・
高
橋
郁
子
・
北
上
市
煤
孫
小
へ
、

教
諭
・
吉
田
幸
哉
・
町
立
貝
沢
小
へ
、
事
務
・

和
泉
重
勝
・
北
上
市
和
賀
東
中
へ

【
転
入
】
校
長
・
佐
々
木
健
・
盛
岡
市
教
育
委
員
会
学
校

管
理
課
長
補
佐
か
ら
、
教
頭
・
佐
久
間
智
・
八

幡
平
市
平
舘
小
教
頭
か
ら
、
事
務
・
及
川
敬
・

北
上
市
二
子
小
か
ら

■
貝
沢
小
学
校

【
転
出
】
校
長
・
佐
藤
裕
子
・
北
上
市
和
賀
西
小
へ
、
教

諭
・
高
橋
恵
子
・
北
上
市
口
内
小
へ
、
養
護
教

.

諭
・
佐
々
木
美
代
子
・
矢
巾
町
徳
田
小
へ

【
転
入
】
校
長
・
高
橋
チ
エ
子
・
北
上
市
煤
孫
小
教
頭
か

ら
、
教
諭
・
吉
田
幸
哉
・
町
立
川
舟
小
か
ら
、

養
護
教
諭
・
熊
谷
隆
子
・
雫
石
町
御
明
神
小
か
ら

■
湯
田
中
学
校

【
転
出
】
校
長
・
嶽
間
澤
茂
・
花
巻
市
田
瀬
中
へ
、
教
諭

・
高
橋
聖
至
・
北
上
市
東
陵
中
へ

【
転
入
】
校
長
・
川
村
庸
子
・
久
慈
市
久
慈
湊
小
校
長
か
ら

■
沢
内
中
学
校

【
退
職
】
教
諭
・
駒
ヶ
嶺
能
弘

【
転
出
】
教
諭
・
大
西
優
・
二
戸
市
福
岡
中
へ

【
転
入
】
教
諭
・
小
原
朋
子
・
北
上
市
北
上
中
か
ら

■
西
和
賀
高
校

【
転
出
】
教
諭
・
菅
原
善
致
・
岩
手
県
教
育
委
員
会
へ
、

教
諭
・
武
田
啓
孝
・
雫
石
高
校
へ
、
教
諭
・
川

村
興
司
・
久
慈
高
校
へ
、
教
諭
・
高
橋
和
利

・
大
学
院
派
遣
へ
、
養
護
教
諭
・
吉
田
智
美

・
高
田
高
校
へ
、
実
習
助
手
・
千
葉
信
彦
・

盛
岡
第
４
高
校
へ

【
転
入
】
教
諭
・
高
橋
孝
一
郎
・
花
巻
南
高
校
か
ら
、
教

諭
・
瀬
川
ひ
と
み
・
黒
沢
尻
北
高
校
か
ら
、
養

護
教
諭
・
中
下
玲
子
・
派
遣
か
ら
復
帰
、
実
習

助
手
・
平
野
建
・
平
舘
高
校
か
ら

■
北
上
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所

湯
田
ダ
ム
管
理
支
所

【
転
出
】
所
長
・
田
村
公
仁
・
名
取
川
出
張
所
へ
、
電
気

通
信
係
長
・
渡
邉
光
晃
・
岩
手
河
川
国
道
事
務

所
へ

【
転
入
】
所
長
・
吉
田
久
・
長
井
ダ
ム
工
事
事
務
所
か
ら
、

電
気
通
信
係
長
・
村
上
正
和
・
三
陸
国
道
事
務

所
か
ら

■
県
南
広
域
振
興
局
北
上
総
合
支
局

土
木
部
西
和
賀
出
張
所

【
転
出
】
技
師
・
吉
川
勝
則
・
県
南
広
域
振
興
局
農
林
部
へ

【
転
入
】
主
任
・
砂
川
智
・
大
船
渡
振
興
局
水
産
部
か
ら

（
４
月
か
ら
湯
田
出
張
所
か
ら
名
称
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
）

■
中
央
農
業
普
及
改
良
セ
ン
タ
ー

西
和
賀
普
及
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

【
転
出
】
佐
々
木
裕
二
・
遠
野
普
及
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
へ

【
転
入
】
藤
沢
哲
也
・
農
産
園
芸
課
か
ら

安
部
宏
美
・
軽
米
地
域
普
及
所
か
ら

田
替
美
佳
・
宮
古
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら

（
４
月
か
ら
湯
田
地
域
普
及
所
か
ら
名
称
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
）

■
北
上
警
察
署
湯
本
駐
在
所

【
転
出
】
岩
本
正
・
千
厩
警
察
署
保
呂
羽
駐
在
所
へ

【
転
入
】
倉
本
公
雄
・
遠
野
警
察
署
か
ら

■
湯
田
上
級
森
林
事
務
所

【
転
出
】
主
席
森
林
官
・
菅
野
敏
裕
・
東
北
森
林
管
理
局
へ

【
転
入
】
主
席
森
林
官
・
柳
生
瞬
一
・
岩
手
年
部
森
林
管

理
署
か
ら
（
柳
生
瞬
一
さ
ん
は
、
湯
本
森
林
事
　

務
所
と
湯
田
治
山
事
業
所
も
兼
務
し
ま
す
）

■
新
町
森
林
事
務
所
と
川
舟
森
林
事
務
所

【
転
出
】
森
林
官
・
藤
原
祐
哉
・
三
陸
北
部
森
林
管
理
署

久
慈
支
署
へ

【
転
入
】
森
林
官
・
豊
村
英
之
・
湯
本
森
林
事
務
所
か
ら

町
内
公
共
機
関
の
人
事
異
動

（
敬
称
略
）
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合
併
し
て
か
ら
５
ヶ
月
あ
ま
り
が
過

ぎ
、
迎
え
た
平
成
18
年
度
は
西
和
賀
町
と

し
て
の
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り

ま
す
。

き
び
し
い
財
政
状
況
の
中
で
合
併
の
効

果
を
最
大
限
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
た
め
積
極
的
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
行
政
改
革
に
専
門

的
に
取
り
組
む
部
署
と
し
て
総
務
課
内
に

行
革
推
進
室
を
設
置
し
、
効
率
的
・
効
果

的
な
行
財
政
運
営
を
で
き
る
だ
け
早
く
確

立
し
て
い
き
ま
す
。

町
の
行
政
改
革
推
進
本
部
で
は
こ
の
た

び
、
平
成
18
年
度
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
重
点

目
標
を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
職
員
が

目
的
意
識
を
持
っ
て
日
々
の
業
務
に
当
た

る
よ
う
、
住
民
へ
の
接
し
方
、
職
場
環
境

の
改
善
、
業
務
効
率
の
改
善
の
３
分
野
に

つ
い
て
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
目
標
の
実

現
に
向
け
て
具
体
的
な
取
組
み
内
容
を
定

め
た
も
の
で
す
。

あ
い
さ
つ
の
励
行
や
課
同
士
の
連
携
を

密
に
す
る
こ
と
な
ど
、
取
組
み
そ
の
も
の

は
基
本
的
な
内
容
で
す
が
、
こ
の
基
本
が

お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
が
多
く

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
分
庁
舎
方
式
で
あ
っ
て
も
住
民

の
皆
さ
ん
に
不
便
を
か
け
な
い
よ
う
な
取

組
み
も
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

「
役
場
職
員
が
変
わ
っ
た
な
」「
役
場

が
明
る
く
な
っ
た
」
と
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
そ
う
し
た
評
価
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、

職
員
全
体
で
小
さ
な
改
革
か
ら
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
各
課
の
仕
事

は
、
重
点
的
に
取
り
組

む
事
項
を
明
ら
か
に

し
、
課
内
だ
け
で
な
く

役
場
全
体
で
情
報
を
共

有
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
は
ど
ん
な
仕

事
を
す
る
の
か
、
何
が

課
題
と
な
る
の
か
と
い

う
基
本
的
な
こ
と
が
ら

を
職
員
一
人
ひ
と
り
が

理
解
し
、
仕
事
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、

各
課
の
連
携
や
協
力
体
制
を
作
っ
て
い
く

こ
と
で
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
設
定
し
た
目
標
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
、
ど
れ
だ
け
の
成

果
が
あ
が
っ
て
い
る
か
と
い
う
評
価
も
重

要
に
な
り
ま
す
。
た
だ
仕
事
を
こ
な
す
だ

け
で
な
く
、
目
標
と
成
果
を
き
ち
ん
と
表

わ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス

重
点
目
標
定
め
る

各
課
の
重
点

目
標
設
定

行
政
と
し
て
時
代
の
変
化
に
的
確
に
対

応
し
、
様
々
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か

で
、
よ
り
効
率
的
に
行
政
運
営
が
で
き
る

仕
組
み
作
り
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

行
政
改
革
と
は
、
そ
の
た
め
に
経
費
の

節
減
に
努
め
た
り
、
実
施
し
て
い
る
事
業

が
費
用
を
か
け
た
だ
け
の
効
果
が
あ
る
か

な
ど
の
点
検
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
の
仕
事
の

あ
り
方
を
見
直
す
こ
と
で
す
。

町
の
財
政
状
況
は
、
税
収
の
減
収
や
地

方
交
付
税
の
削
減
な
ど
に
よ
り
、
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
は
、

少
子
高
齢
化
や
国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ

る
地
方
分
権
の
推
進
な
ど
、
地
方
自
治
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な
変
革
の
時
代
を

迎
え
て
お
り
、
本
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

合
併
後
の
新
体
制
を
早
く
軌
道
に
乗
せ

て
い
く
こ
と
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
、
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
確
保
し
、
行
政
と
し
て
期
待
さ

れ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、

合
併
の
効
果
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が

ら
、
新
町
の
行
財
政
の
健
全
化
と
組
織
の

行
政
改
革
と
は
何
で
す
か

？？
な
ぜ
行
政
改
革
が

必
要
な
の
で
す
か

？？
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よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
の
た
め

行
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す

広報にしわがでは、「西和賀町の行革元年」として、行政改革に関する取り組みや情報を
シリーズでお知らせしていきます。 ①

各課の重点目標
を定めました。
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西
和
賀
町
の
行
財
政
改
革
に
関
す
る
取

り
組
み
を
ス
ム
ー
ス
に
進
め
る
た
め
に
、

町
で
は
行
革
推
進
本
部
を
中
心
と
し
た
推

進
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

民
間
委
員
で
構
成
す
る
行
政
改
革
審
議

会
以
外
は
す
で
に
活
動
を
始
め
て
お
り
、

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
住
民
サ
ー
ビ

ス
重
点
目
標
の
設
定
、
行
政
評
価
制
度
の

先
進
地
研
修
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。18

年
度
の
行
政
改
革
の
取
り
組
み
は
、

次
の
よ
う
な
内
容
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
行
政
改
革
大
綱
の
策
定

行
財
政
改
革
を
進
め
る
た
め
の
基
本
的

な
考
え
方
を
示
す
行
政
改
革
大
綱
を
今
年

12
月
を
目
標
に
策
定
し
ま
す
。

○
実
施
計
画
の
策
定

行
政
改
革
大
綱
の
具
体
的
な
取
組
み
で

は
、
目
標
数
値
や
年
度
を
定
め
た
実
施
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

○
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

温
泉
施
設
や
体
育
館
な
ど
の
公
の
施
設

管
理
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
へ
の
委
託

も
可
能
と
す
る
指
定
管
理
者
制
度
が
創
設

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
対
象
と
な
る
施

設
に
つ
い
て
制
度
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

○
行
政
評
価
制
度
の
研
究

行
政
が
行
う
施
策
や
事
業
が
も
た
ら
す

効
果
や
効
率
性
な
ど
に
つ
い
て
評
価
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
事
業
の
見
直
し
に
役
立

て
る
方
法
を
行
政
評
価
制
度
と
い
い
ま
す

が
、
そ
の
制
度
に
つ
い
て
研
究
し
導
入
に

向
け
た
準
備
を
行
い
ま
す
。

○
合
併
協
議
項
目
の
点
検
・
調
整

合
併
協
議
会
で
確
認
し
た
事
務
事
業

１８
年
度
の
取
り
組
み

効
率
的
・
効
果
的
な
運
営
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。

今
年
度
は
、
財
政
も
含
め
た
行
政
改
革

の
基
本
と
な
る
行
政
改
革
大
綱
と
具
体
的

な
実
施
計
画
を
、
本
年
12
月
を
め
ど
に
策

定
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
合
併
協
議
の

た
め
検
討
を
先
延
ば
し
に
し
て
い
た
事
項

や
、
旧
町
村
の
制
度
の
統
一
に
時
間
が
か

か
る
も
の
も
あ
り
、
一
つ
一
つ
着
実
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

町
で
は
そ
の
た
め
の
推
進
機
関
と
し

て
、
行
政
改
革
推
進
本
部
を
中
心
と
し
た

体
制
を
整
え
ま
し
た
。
詳
し
く
は
上
記
の

図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

行
政
改
革
大
綱
を
審
議
す
る
行
政
改
革

審
議
会
は
、
各
種
団
体
の
関
係
者
な
ど
か

ら
選
任
し
、
住
民
の
視
点
か
ら
行
財
政
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
委
員
の
う
ち
２
名
を
公
募
に

よ
り
選
任
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

審
議
の
経
過
は
そ
の
つ
ど
広
報
な
ど
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ま
た
過
去
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参
考
に
し
た
り
、
住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
伺
う
機
会
も

設
け
た
り
す
る
な
ど
、
住
民
と
と
も
に
作

り
上
げ
る
行
政
改
革
大
綱
を
目
指
し
ま

す
。

西
和
賀
町
で
は
ど
の
よ
う
に
　

取
り
組
む
の
で
す
か

？？
住
民
の
意
見
を
生
か
し
ま
す

？？

１１８８
年年
度度
推推
進進
体体
制制ままとと

まま
るる

は
、
そ
の
と
お
り
の
内
容
で
進
め
ら
れ
て

い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
合
併
後
に
見

直
し
や
検
討
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
項

目
の
検
討
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
課
行
革
推
進
室
（
湯
田
庁
舎
）

82
―
３
２
８
６

ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

行政改革推進本部
（18年1月設置）

町長・助役・教育長・課長
級職員で構成し、行政改革大
綱・実施計画の策定や行政改
革にかかる取り組み全般につ
いての調整・管理を行いま
す。

行政改革審議会
（18年5月設置予定）

民間委員12人以内で
構成し、行政改革大綱
やその他行財政改革に
関する事項について調
査審議します。

改革検討委員会
（18年2月設置）

助役と指名され
た課長補佐級職員
で構成し、推進本
部議案の作成・そ
の他必要事項の調
査研究を行いま

行政評価研究会
（18年2月設置）

役場内で公募によ
り選出したスタッフ
で構成し、行政評価
制度の調査研究や行
政評価制度導入に対
する意見書を取りま
とめます。

諮問

答申

行 革 推 進 体 制

指定管理者制度
検討委員会

（18年4月設置）

公の施設を管理
する課長及び担当
職員で構成され、
指定管理者制度の
導入を検討します。
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南南
部部
木木
杓杓
子子
づづ
くく
りり

吉
田
清
一
さ
ん
（
川
舟
・
77
才
）

たたくくみみ 「
な
ん
て
言
う
べ
、
生
ま
れ
つ
ぎ
だ
ま

っ
て
い
れ
ね
も
ん
だ
が
ら
よ
。
あ
ん
が
い

せ
っ
こ
が
し
だ
ど
も
、
お
が
し
い
性
な
も

ん
で
」
と
い
う
自
分
の
性
格
と
「
親
父
が

死
ん
だ
時
に
、
区
長
や
社
会
教
育
委
員
な

ど
の
仕
事
も
こ
の
辺
の
あ
た
り
で
世
代
交

代
だ
と
思
っ
た
。
俺
の
人
生
は
、
あ
ど
命

あ
る
限
り
、
ど
う
や
っ
た
ら
い
い
べ
な
と

考
え
で
い
た
。
こ
の
作
業
場
を
壊
す
が
な

ど
も
思
っ
た
ど
も
、
自
由
な
時
間
が
で
ぎ

る
が
ら
、
こ
の
作
業
場
を
利
用
し
て
生
涯

学
習
に
取
り
組
む
が
ど
思
っ
た
」
と
い
う

の
が
木
杓
子
づ
く
り
を
始
め
た
き
っ
か
け

と
話
し
ま
す
。

清
一
さ
ん
の
お
父
さ
ん
の
影
響
も
あ
り

ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は
炭
焼
き
を
し
た
り

木
杓
子
を
作
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
見
よ

う
見
ま
ね
で
作
り
方
は
知
っ
て
い
た
事
も

理
由
の
一
つ
で
す
。

清
一
さ
ん
が
作
る
の
は
、
南
部
木
杓
子

の
流
れ
を
く
む
も
の
で
、
継
ぎ
足
し
せ
ず

に
一
本
の
木
で
、
柄
か
ら
椀
の
部
分
ま
で

作
り
ま
す
。
丈
夫
で
壊
れ
に
く
く
、
使
う

ほ
ど
に
味
わ
い
が
出
ま
す
。

原
料
は
、
自
宅
の
裏
山
の
雑
木
林
の
ホ

ウ
ノ
キ
を
使
い
ま
す
。
ホ
ウ
ノ
キ
は
材
が

緻
密
で
、
狂
い
も
少
な
く
ひ
び
割
れ
も
少

な
い
な
ど
木
工
製
品
に
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。

清
一
さ
ん
も
「
ホ
ウ
ノ
キ
で
ね
ば
だ
め

よ
。
使
え
ば
使
う
ほ
ど
黒
ぐ
な
る
が
、
艶

が
出
て
来
て
、
水
を
あ
ん
ま
り
吸
わ
ね
。

10
年
や
20
年
も
も
づ
。
そ
し
て
、
雑
木
林

の
中
で
も
あ
ん
が
い
成
長
が
良
い
」
と
言

い
ま
す
。

原
料
の
丸
太
を
割
り
大
ま
か
に
形
を
つ

く
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
荒
削
り
を
し
て
、

乾
燥
さ
せ
て
仕
上
げ
ま
す
。

丸
太
を
割
っ
た
状
態
か
ら
荒
削
り
し
形

に
な
る
ま
で
お
よ
そ
20
分
。
慣
れ
た
手
つ

き
と
道
具
で
作
業
を
進
め
ま
す
。

道
具
は
や
は
り
特
殊
な
専
用
品
で
「
親

父
は
道
具
を
錆
び
ら
せ
ね
よ
う
に
腐
ら
せ

ね
よ
う
に
丁
寧
に
使
っ
て
い
た
。
だ
が
ら

俺
は
い
が
っ
た
の
よ
。
道
具
一
式
準
備
す

る
た
っ
て
大
変
な
も
ん
だ
よ
。
道
具
ね
ば

話
な
ら
ね
」
と
言
い
、
主
に
使
う
目
鉋

め
か
ん
な

な

ど
は
自
分
で
研
ぎ
な
が
ら
大
事
に
使
っ
て

い
ま
す
。

清
一
さ
ん
が
作
る
の
は
、
大
中
小
の
３

サ
イ
ズ
。
大
き
さ
も
お
父
さ
ん
譲
り
の
昔

か
ら
の
も
の
で
、
大
き
い
杓
子
の
長
さ
は

一
尺
（
お
よ
そ
30
㌢
）。
そ
う
決
ま
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

「
い
つ
で
も
、
つ
ぐ
れ
る
。
こ
れ
は
余

暇
に
出
来
る
事
。
雨
降
る
時
、
リ
ン
ド
ウ

の
草
取
り
の
ど
ぎ
ど
が
よ
。
朝
仕
事
の
ど

き
。
む
た
っ
と
は
し
ね
。
し
か
し
、
冬
は

木
の
成
長
が
止
ま
っ
て
か
ん
か
ん
に
凍
っ

て
い
る
。
彫
る
に
は
難
儀
す
る
。
彫
る
ん

だ
ば
春
の
季
節
が

一
番
良
い
。
木
が

動
い
て
い
て
や
っ
こ
い
し
、
水
分
も
あ
る

が
ら
、
刃
物
が
自
由
に
な
る
」
と
言
い
ま
す
。

「
外
か
ら
買
い
に
来
る
も
ん
だ
が
ら
あ

ん
ま
り
粗
末
に
も
で
ぎ
ね
し
よ
」
と
製
品

に
は
自
信
を
持
ち
、「
こ
れ
は
健
康
的
に

い
ぐ
ね
。
腰
い
で
ぐ
な
る
し
よ
。
あ
ん
ま

り
一
生
懸
命
や
る
ど
健
康
を
害
す
る
。
ま

ず
休
み
休
み
や
っ
て
ら
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

「
ア
ト
リ
エ
（
作
業
場
）
は
俺
の
自
由

な
空
間
だ
が
ら
」
と
言
い
そ
こ
に
は
師
範

級
の
腕
前
の
習
字
の
作
品
が
飾
ら
れ
、
木

杓
子
づ
く
り
の
合
間
に
は
書
道
も
行
い
気

分
転
換
を
は
か
る
多
趣
味
な
清
一
さ
ん
で

し
た
。

「自由な時間で生涯学習に取り組むがど思った」「自由な時間で生涯学習に取り組むがど思った」「自由な時間で生涯学習に取り組むがど思った」「自由な時間で生涯学習に取り組むがど思った」「自由な時間で生涯学習に取り組むがど思った」「自由な時間で生涯学習に取り組むがど思った」「自由な時間で生涯学習に取り組むがど思った」「自由な時間で生涯学習に取り組むがど思った」「自由な時間で生涯学習に取り組むがど思った」「自由な時間で生涯学習に取り組むがど思った」「自由な時間で生涯学習に取り組むがど思った」「自由な時間で生涯学習に取り組むがど思った」「自由な時間で生涯学習に取り組むがど思った」「自由な時間で生涯学習に取り組むがど思った」「自由な時間で生涯学習に取り組むがど思った」「自由な時間で生涯学習に取り組むがど思った」「自由な時間で生涯学習に取り組むがど思った」
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用
車
を
使
わ
ず
に
通
勤
す
る
日

と
位
置
づ
け
、
路
線
バ
ス
の
利

用
促
進
と
環
境
へ
の
負
荷
軽
減

を
目
的
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
は
、
次
の
６
事

業
所
が
10
月
１
日
か
ら
３
月
20

日
ま
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
ノ

ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
を
実
施
し
た

西
和
賀
地
域
バ
ス
交
通
利
用

促
進
協
議
会
（
町
長
が
会
長
）

で
は
、
昨
年
10
月
か
ら
町
内
事

業
所
の
協
力
を
得
て
、
ノ
ー
マ

イ
カ
ー
デ
ー
運
動
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
運
動

は
、
毎
月
第
３
金
曜
日
を
自
家

延
べ
人
数
は
３
２
１
人
、
そ
の

う
ち
路
線
バ
ス
を
利
用
し
た
延

べ
人
数
は
23
人
（
７
・
１
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

事
業
所
か
ら
は
「
一
回
一
回

の
を
積
み
重
ね
、
口
コ
ミ
な
ど

で
運
動
を
推
進
し
て
い
き
た

い
」な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
も
ノ
ー
マ
イ
カ

ー
デ
ー
運
動
の
推
進
に
事
業
所

や
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
協
力
事
業
所

西
和
賀
町
役
場
・
湯
田
町
社

会
福
祉
協
議
会
・
沢
内
村
社
会

福
祉
協
議
会
・
湯
田
町
商
工
会

沢
内
村
商
工
会
・
㈱
湯
田
産
業

公
社

問
合
先
／
企
画
課（
湯
田
庁
舎
）

82
│
３
２
８
６

路路
線線
ババ
スス
をを
利利
用用
しし
まま
しし
ょょ
うう

お寄せいただいたお便りは、広報で紹介していきます。例
えば、皆さんの身の回りで起こったさまざまな出来事、広報
の取材情報の提供、町に対して感じている事、各課に対する
質問など、どんな内容でもかまいません。

【応募にあたって】
１．氏名と住所は、必ずご記入ください。氏名、住所の記載

が無い場合は取り扱いません。
２．お寄せいただいた文章は「西和賀町広報発行規定」によ

り公平に取り扱います。
３．文章は、広報編集員会にて広報発行の表記方法にしたが

って編集します。
４．氏名、住所、年齢などは原則として広報に掲載しますが、

公表したくない場合は「ペンネームまたはイニシャル」
欄にご記入ください。
●広報の表記例
・ペンネームが無かった場合は（西　和賀子さん・川尻・
55歳）のように表記します。
・ペンネームまたはイニシャル欄に記載があった場合は
（N・Wさん・女性・川尻・50代）のように表記します。
問合先／企画課（湯田庁舎）広報係　　８２－３２８４

お便りを随時募集していますお便りを随時募集しています
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
実
施
結
果

読者の声

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お
便
り
は
、
す
べ
て
掲
載
で
き
ま
せ
ん
の
で

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

路
線
バ
ス
に
は
町
内
小
学
生

の
バ
ス
利
用
呼
び
か
け
の
ポ

ス
タ
ー
が
提
示
さ
れ
、
こ
の

運
動
を
盛
り
上
げ
ま
し
た

▼

切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。
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町では次のとおり入札を行いました。施行箇所などの詳細につい
ては、担当課までお問い合わせください。
1番は農林課 85-3415、2～7番は建設課　　82-3288まで。

番号1
工事名：新町水路災害復旧工事
内容：大型フリューム布設工16.8m、L型擁壁工13m、張芝工541㎡
契約金額：620万円　契約者：柿沢建設　工期：H18.3.24～4.28

番号2
工事名：下水道高下地区管渠布設工事(4工区)
内容：管布設工303.3m、組立マンホール工3箇所取付、管及びます
工6箇所　　契約金額：1,940万円　　契約者：(有)栄和工業
工期：H18.4.3～H18.8.7

番号3
工事名：下水道高下・下の沢地区マンホールポンプ設置工事
内容：水中汚水ポンプ設置4台、マンホールポンプ動力制御盤設置2
台　　契約金額：1,650万円　　契約者：(株)酉島製作所仙台支店
工期：H18.4.3～7.31

番号4
工事名：下水道穴明地区舗装本復旧工事
内容：舗装復旧工2,260㎡　　契約金額：1,000万円
契約者：(株)NIPPOｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ岩手支店　　工期：H18.4.3～6.8

番号5
工事名：下水道上野々・湯川地区舗装本復旧工事
内容：舗装復旧工10,180㎡、区画線工1式
契約金額：4,100万円　契約者：(株)伊藤組　工期：H18.4.3～8.7

番号6
工事名：下水道湯川地区管渠布設工事(1工区)
内容：管布設工287.1m、組立マンホール工6箇所取付、管及びます
工7箇所　　契約金額：1,560万円　　契約者：(有)薄井組
工期：H18.4.3～8.2

番号7
工事名：簡易水道事業前郷地区配水管布設工事
内容：本内橋横断工一式配水管布設工100φ62メートル、配水管布
設工150φ360m 契約金額：2,000万円　　
契約者：(有)栄和工業　　工期：H18.4.3～8.31

入 札 執 行 状 況
H18.3.20日と28日執行分

沢内病院内に地域包括支援センター設置地域包括支援センター設置
地域で暮らす高齢者やそのご家族の方々を、保健・福祉・医療などさまざまな面から総合的に支える

ための機関として「地域包括支援センター」が４月に沢内病院に設置されました。

＜地域包括支援センターの役割＞

介護予防マネジメント
介護が必要な状態になることを予防するため
に行われる「介護予防サービス」を適切に実施
するために、介護予防ケアプランの作成 を行い、
サービスの実施後に効果を評価し、必要に応じ
てメニューの見直しを行います。

総合相談支援
高齢者のみなさんやそのご家族、地域住民の

方などからさまざまな相談に応じ、どのような
支援が必要か把握し、適切なサービスへとつな
ぎます。相談内容によってサービスを紹介した
り、制度に関する情報提供を行います。

権利擁護
高齢者虐待への対応や、悪質な訪問販売、詐
欺などにあわないよう、消費者被害の防止など
高齢者のみなさんの権利を擁護します。

包括的・継続的マネジメント
高齢者のみなさんの心身の状態やその変化に

あわせて、とぎれることなく必要なサービスが
提供されるように地域のケアマネージャーへの
指導や助言、医療機関との連携を図ります。

健康や福祉、医療、生活などに関する悩みや心配ご
とは、お気軽にお近くの包括支援センターにご相談く
ださい。
・地域包括支援センター（沢内病院内） 85-3137
・地域包括支援センター湯田支所（悠々館内） 84-2161



◯広報にしわが…No6 平成18年4月25日号２１

場　　　　所
太田公民館前
南太田、遠巣川線入口
下幅佐々木孝治宅付近
前郷、下の沢入口
下の沢児童館前
新町地区公民館前
下新町稲荷神社
大野ふれあい館前
分訳、屯所前
内の沢公民館前
鍵飯地区担い手センター
鍵沢、柿沢辰男宅前
旧蛭山屯所前
七内公民館前
太田、川端食堂前
猿橋公民館前
泉沢、八年橋付近
長瀬野会館前
長瀬野公民館前
泉沢、高橋定雄宅前
丸志田公民館
川舟公民館
高下、吉田達夫宅前
新山、吉田征支郎宅前
八ツ又バス停付近
若畑公民館前
大志田子供広場
貝沢野婦人ホーム
貝沢公民館前
貝沢、福田商店前
貝沢、北村孝次郎宅前

時間
9：00
9：15
9：25
9：35
9：45
9：55
10：15
10：30
10：50
11：05
11：15
11：25
11：35
11：45
11：55
13：20
13：40
13：55
14：05
14：20
14：35
14：50
15：05
15：25
9：20
9：35
9：55
10：05
10：20
10：30
10：40

月日

５
月
22
日
（
月
）

５
月
23
日
（
火
）

場　　　　所
湯田庁舎
悠々館
小繋沢公民館
ゆだ高原駅
野々宿公民館
越中畑公民館
白木野公民館
細内公民館
柳沢公民館
下左草公民館
左草公民館
下前公民館
槻沢公民館
湯田土木事務所
上野々公民館
湯川公民館
田村米雄宅
耳取地区公民館
大沓公民館
湯之沢公民館
湯本トレセン
清水ヶ野公民館

時間
9：00
9：45
10：10
10：40
11：00
11：20
11：35
11：45
13：20
13：40
14：00
14：30
14：50
15：10
9：00
9：40
10：30
10：50
11：20
13：20
13：40
14：10

月日

５
月
24
日
（
水
）

５
月
25
日
（
木
）

生後3ヶ月以上の犬を対象とした登録と狂犬病予防接種を次の
日程で実施します。登録済みの犬については後日通知しますが、
新たに飼われた場合などは通知できません。そのため新規に飼
われた方は会場で登録の上、予防接種してください。注射料金
は3,100円で、新規の場合にはこの他に登録料3,000円が必要にな
ります。
また、すでに死亡している場合などは、登録票をご持参の上、

担当課又は下記の会場で届出をしてください。
問合先／生活環境課　　82‐3283

犬の登録と狂犬病予防注射

国
保
税
の
未
納
が
長
期
間
続
く
と
保
険
の
給
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
、
医
療
費
を
全
部
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
く
な
り
ま
す
。

①
国
保
税
の
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
状
を
お
届
け
し
ま
す
。

↓

②
保
険
証
の
有
効
期
限
が
短
く
な
り
、『
短
期
被
保
険
者
証
』
を
交
付
し
ま
す
。

↓

③
１
年
以
上
滞
納
す
る
と
『
資
格
証
明
書
』
を
交
付
し
ま
す
。

↓

④
１
年
６
ヶ
月
以
上
滞
納
す
る
と
国
保
の
給
付
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
差
し
止

め
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
14
日
以
内
に
届
け
出
を
！！

保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
）
は
、
一
世
帯
に
一
枚
交
付
し
ま
す
。

保
険
証
は
、
国
保
加
入
者
で
あ
る
証
明
と
と
も
に
、
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き

の
受
診
券
で
す
。
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

手
続
き
は
町
民
課
（
沢
内
庁
舎
）
又
は
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
（
湯
田
庁
舎
）
ま
で

国
民
健
康
保
険
税
が
未
納
だ
と
全
額
自
己
負
担
に

こんなときは 手続きに必要なもの

他の市町村から転入し
てきたとき

他の市区町村の転出証
明書
職場の健康保険をやめ
た証明書

保護廃止決定通知書

保険証、母子手帳

保険証

国保と職場の両方の保
険証
保険証、保護開始決定
通知書
保険証、死亡を証明す
るもの

保険証

保険証、年金証明書

窓口で交付を申請（身
分証明書）

保険証、在学証明書

職場の健康保険をやめ
たとき
生活保護を受けなくな
ったとき

子供が生まれたとき

他の市町村へ転出する
とき
職場の健康保険へ加入
したとき

生活保護を受けるとき

加入者が死亡したとき

市町村内で住所が変わ
ったとき

世帯主が変わったとき

世帯が分かれたり、一
緒になったとき
退職者医療制度の対象
となったとき
保険証をなくしたとき（あるい
は汚れて使えなくなったとき）
出稼ぎ、長期の旅行、修学のた
め、別の住所を定めるとく

国
保
に
加
入
す
る

と
き

国
保
を
脱
退
す
る

と
き

そ
　
　
の
　
　
他

※世帯に属する被保険者全員が加入するときは印鑑
が必要です。（世帯主が署名するときは必要あり
ません。）

※時間は予定であり、若干ずれる場合もあります
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区分

件数

火災出場件数

0件
（1件）

損　害　額

0円
（819万8,000円）

区分

件数

搬送
人員

4件
（7件）
3人
（6人）

15件
（33件）
14人
（31人）

8件
（32件）
7人

（31人）

27件
（72件）
24人
（68人）

救急出場件数

交通 急病 その他
合計

（ ）は1月からの累計

■救急

■火災

戸　籍　の　窓 （敬称略）
するお子さんの保護者は、役場
窓口で認定請求等の手続きが必
要です。
◎平成18年4月時点で小学校4
年生がいる保護者の方
これまで児童手当を受給して

いた保護者の方は、特に手続き
の必要はありません。
◎平成18年4月時点で小学校
5・6年生がいる保護者の方
・これまで児童手当等を受給し
ていない保護者の方は、認定請
求の手続きが必要です。
・児童手当を受給していた保護
者の方は、額改定認定請求の手
続きが必要です。
◎児童手当を受給していない保
護者の方
・これまで所得制限により児童
手当を受給していない保護者の
方であらたに児童手当を受給で
きる場合がありますので、該当
する方は認定請求の手続きが必
要です。
認定請求に必要な添付書類
◇健康保険被保険者証の写し
（申請者が厚生年金等に加入し
ている場合）
◇所得証明書（支給を受けよう
とする市町村にその年の1月1日
に住所がなかった場合）など
支給月額／第1子・第2子は
5,000円、第3子以降は10,000円
その他／①改正に伴う新規請求
は、9月30日まで受け付けたも
のに限り特例的に4月1日（また
は支給要件に該当した日）にさ
かのぼって支給されます。②所
得が一定額以上の場合、児童手
当等が支給されないことがあり
ます。
問合先／保健福祉課（沢内庁舎）
85-3412

霊柩車の利用方法
（沢内地区のみ）

湯田地区の方は、今までと利
用方法に変更はありません。
4月1日から、沢内地区での霊

柩車の利用方法が次のように変
わりました。使用する場合は、
下記にご注意ください。
１．遺体の搬送の際に町の霊柩
車を使用する場合は、町が委託
した業者が運転します。
２．霊柩車を申込む際に出棺の
場所と時間をお知らせくださ
い。出棺時間に合わせて、こち

らでお伺いします。
３．霊柩車の燃料代などとして
5,000円を納めていただきます。
申込先／町民課（沢内庁舎）
85-2111又は総合サービス課

（湯田庁舎） 82-3281

錦秋湖マラソン
出店者を募集

錦秋湖マラソン当日に、会場
に出店を希望する方や団体・企
業は、会場設営やトラブルを未
然に防ぐために事前に申し込む
必要があります。
当日は一切受付しないので、

希望する方は5月7日（金）まで
に、マラソン事務局で手続きを
してください。また、今大会で
は中央公民館が使用できないこ
とから、出店希望者が多い場合
には事務局側で調整することが
あります。
問合先／錦秋湖マラソン実行委
員会事務局（観光商工課内）
82-3290

危険物取扱者試験
事業所、工場、ガソリンスタ

ンドなどで、一定量以上の危険
物を貯蔵または取り扱う施設に
は、危険物取扱者を置く必要が
あります。今年度の前期「危険
物取扱者試験」を下記のとおり
実施します。また、試験に伴う
準備講習会も実施します。
危険物取扱者試験
試験日／6月24日（土）、7月1日（土）
試験地／6月24日は花巻市ほか
県内4市で。7月1日は盛岡市ほ
か県内4市で。
試験種類／甲種、乙種（全類）、
丙種
願書受付期間／5月2日（火）～
15日（月）
問合先／（財）消防試験研究セ
ンター岩手県支部　　019-654-
7006
準備講習会
実施日と場所／5月29日（月）
・30日（火）に北上消防本部。
ほか5月から6月にかけて県内6
市で実施。
受講申請書の配布場所／西和賀
消防署及び同湯田出張所
問合先／西和賀消防署　
84-2507

項　目
転　入
転　出
出　生
死　亡
人　口
男
女
世帯数

22
68
2
13

7,587
3,561
4,026
2,524

実　数
―
―
―
―

－57
－31
－26
－11

前月との比較

（3月末現在）

お悔やみ申し上げます

※掲載を希望しない事も出来ます。届け出の際に
お申し付けください。

２２

高 鷹　チ　エ
岩　井　力　男
深　澤　　も江
大　堰　ス　ヱ
高 橋　仁　吉
小田島　キ　ワ
小田島　茂　子
黒　渕　一　三
高 橋　文　六
高 橋　京　一
刈　田　アツ子
有　馬　達　男
伊　藤　ヒ　デ

・85歳・
・63歳・
・94歳・
・92歳・
・75歳・
・94歳・
・67歳・
・73歳・
・80歳・
・73歳・
・68歳・
・80歳・
・88歳・

湯　川
貝　沢
太　田
貝　沢
野々宿
湯　本
細　内
大　野
猿　橋
上野々
槻　沢
太　田
湯　田

火災・救急の状況

3月16日～4月16日受付分

（3月分）

大　堰　斗
と

望
も

高 下　剣　志
け ん し

・男

・男

猿　橋

川　舟

ご誕生
おめでとうございます

・雅也・

・金志・

交通事故の状況 （3月分）

物損
実数
累計

21
（65）

5
（13）

5
（10）

0
（0）

0
（0）

負傷 人身 死亡 飲酒

（ ）は1月からの累計

そ　の　他

末永くお幸せに

高 橋　雅　也
高 橋　英理衣

北上市
上野々）

高�

高�

高�
高�

高�

高�
高�

小
と
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西和賀エコミュージアム事業に
参加しませんか？

西和賀の自然や景観、文化財
や史跡、地域に伝わる伝統技術
などを活かしながら活動してい
る方や、これから取り組みたい
と考えている方による「西和賀
エコミュージアム事業連絡会」
を設置します。みんなで集まっ
て、自由に情報交換をしながら
相互の連携や行政が行う活動へ
の意見、提言を行ないながらエ
コミュージアム活動を活発化さ
せていくものです。多くの方々
の参加をお持ちしております。
期限／5月10日（水）
申込先／企画課（湯田庁舎）
82-3284

大沓町営住宅入居者募集
町では、次のとおり特定公共

賃貸住宅（3DK・大沓）の入居
者を１世帯募集します。
入居資格／町内に住所があり、
同居者（婚約者含む）のいる方。
その他の資格は、町民課まで。
家賃／月額42,000円、敷金は家
賃の3月分 。
申込／町民課、総合サービス課
にある入居申込書に必要書類を
添えて5月9日（火）必着にて提
出。
その他／入居日は6月1日の予
定。応募多数の場合、入居者選
考委員会にて決定します。
問合先／町民課（沢内庁舎）
85-2111 

今後の胃ガン検診日程
町では、胃ガン検診を各地区

で行っています。すでに４月か
ら実施している地区もあります
が、これ以外の地区は8月と10
月に行ないます。
詳しくは、最寄りの広報で日

程・時間などをお知らせしま
す。
問合先／保健福祉課（沢内庁舎）
85-3412

ツキノワグマの被害防止
今年はツキノワグマが食物を

探して広範囲に動き回り、人家
周辺にひんぱんに出没すること

が予測されます。可能な限りの
対策を行い、被害を未然に防ぎ
ましょう。
・「なぜこんなところに？」と
思われるような場所でクマに出
会うことがあるかもしれませ
ん。犬が警戒しているなど、い
つもと様子が異なるときは十分
に気をつけましょう。
・生ごみや廃棄農作物はクマに
とってとても魅力的な食べ物で
す。地中深くに埋めるなどして
適切に処理しましょう。
・クマは体を隠しながら移動し
ます。やぶや茂みを減らすこと
はクマ対策のひとつです。
・あなたの畑にクマがひそんで
いるかもしれません。作業前に
は十分に確認しましょう。
問合先／農林課（沢内庁舎）
85-3415

町税などの納期を変更
今年度から町税などの納期は

下記のとおりです。
合併により納期限に変更があ

りますので、もう一度ご確認く
ださい。
なお、納期限日は各納期月の

末日（12月は28日）です。末日
が土曜日、日曜日、祝日の場合
は翌日になります。

問合先／税務課（沢内庁舎）
85-3414

土地家屋縦覧帳簿を公開
固定資産税は、毎年1月1日現

在で所有している土地や家屋な
どの資産に課せられる税金で
す。町では、地方税法に基づき、
納税者の方が他の土地や家屋と
の比較を通じて自分の資産の価
格が適正かどうか判断してもら
うため、固定資産税土地家屋縦
覧帳簿を公開しています。
縦覧期間／4月1日（月）～5月

31日（水）（土日・祝祭日を除
く）
縦覧時間／8:30～17:00
縦覧場所／税務課（沢内庁舎）
及び総合サービス課（湯田庁舎）
問合先／税務課（沢内庁舎）
85-3414

保育料と免除について
平成18年度の保育料は、次の

とおりです。また、町に住民登
録している保護者が現に扶養し
ている児童が3人目以降のお子
さんの保育料は申請により免除
します。
免除を受けるために必要な書

類は次のとおりです。
①保育所入所児童３人目以降保
育料免除申請書
②保護者が扶養しているお子さ
んの人数が確認できる住民票又
は戸籍の謄本。保護者が扶養し
ている子が18歳を超えて学生で
ある場合については在学証明書
並びにその他必要な書類

問合先／保健福祉課（沢内庁舎）
85-3412

児童手当の支給対象拡大
児童手当は児童を育てている

家庭に手当を支給し、生活の安
定と児童の健全育成を図ること
を目的とする国の制度です。
4月1日からこの制度が拡充さ

れ、支給対象年齢が現在の小学
校第3学年修了前（9歳到達後最
初の年度末）までから、小学校
修了前（12歳到達後最初の年度
末）となり、所得制限も緩和さ
れました。
新たに児童手当を受けようと

役 場 か ら
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地球環境にやさしい大豆インキを使用しています古紙配合率100％再生紙を使用しています
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野々宿�

柳沢�

ゆだ錦秋湖駅�

ゆだ高原駅�

中山峠�

貝　沢�

若　畑�

川　舟�

泉　沢�

長瀬野�

弁　天�
猿橋�

太田�

鍵　飯�

前　郷�

新町�

大　野�
東大野�

文�

文�

文�

文�

文�

川舟小学校�

沢内第一小学校�
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湯田庁舎�

沢内庁舎�

川尻�

ほっとゆだ駅�

西和賀町の歴史・文化・観光施設・イベ
ントなどを紹介します

…… ５

■カタクリ
ここでは「カダゴ」などと呼ばれるユリ科カタク

リ属の多年草です。見頃は、4月下旬から5月上旬。
種から花が咲くまで7～9年もかかると言われます。
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シリーズ

■ザゼンソウ
サトイモ科ザゼンソウ属のザゼンソウは、達磨大

師が座禅をしているように見えることからこの名前
がつき、別名でダルマ草とも呼ばれます。
町内には、この群生地があります。

て に を は
4月から、新しい広報担当者が配

属になり、新しい紙面になるだろう
と思っていましたが、もうしばらく
お付き合いいただくことになりまし
た。どうぞ引き続きよろしくお願い
します。 （小林）

（
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７
）
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ー
２
１
１
１ （沢内バーデン）

写真／広報にしわが編集委員・高橋定雄

写真／広報にしわが編集委員・高橋成治


